
(様式第 10) 

海 大 第 ９ ８ ６ 号  

平成２９年１０月１７日  

  厚生労働大臣        殿 

北海道大学総長 名 和 豊 春   (印)    

 

北海道大学病院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23

年厚生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、平成 28 年度の業務に関して報告しま

す。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒060-0808 札幌市北区北8条西5丁目 

 氏   名  国立大学法人北海道大学 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

 国立大学法人北海道大学 北海道大学病院 

 

3 所在の場所 

〒060－8648 
    札幌市北区北14条西5丁目                            

                                  電話( 011 ) 716 － 1161 
 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

○1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、が

ん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以

上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 ○有  ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

  1呼吸器内科         ○2 消化器内科           ○3 循環器内科          4腎臓内科       

 ○5 神経内科          ○6 血液内科              7内分泌内科           8代謝内科       

  9感染症内科         10アレルギー疾患内科またはアレルギー科        11リウマチ科 

 診療実績 
  呼吸器内科、感染症内科、腎臓内科、内分泌内科、リウマチ科及び代謝内科は内科、アレルギ

ーは耳鼻咽喉科が当該医療の提供を行っている。 
 
(注) 1 「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付

けること。 

 2 「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していな

い診療科がある場合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載す

ること。 



 

(2)外科 

外科 ○有  ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

  ○1 呼吸器外科           ○2 消化器外科          ○3 乳腺外科           4心臓外科      

   5血管外科               6心臓血管外科          7内分泌外科         ○8 小児外科 

 診療実績 
  心臓外科、血管外科及び心臓血管外科は循環器外科、内分泌外科は乳腺外科が当該医療の提供

を行っている。 
 
(注) 1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付け

ること。 

2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外

科」「血管外科」「心臓血管外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科が

ある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載すること（「心臓血管外科」を標榜し

ている場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこ

と）。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

 ○1 精神科  ○2 小児科  ○3 整形外科  ○4 脳神経外科  ○5 皮膚科  ○6 泌尿器科  

7産婦人科  ○8 産科    ○9 婦人科  ○10 眼科  ○11 耳鼻咽喉科  ○12 放射線科   
○13 放射線診断科  ○14 放射線治療科  ○15 麻酔科  ○16 救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 ○有  ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  ○1 小児歯科   ○2 矯正歯科  ○3 口腔外科 

 歯科の診療体制 
 
 

 
(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番

号に〇印を付けること。 

2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

1 腫瘍内科 2 循環器外科  3 形成外科  4 リハビリテーション科  5 病理診断科  6        

7          8             9          10          11          12           13        

14         15           16          17          18          19           20        

21 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

70床 0床 0床 0床 874床 944床 

 

 

 



6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師         301人   384人  569.8人  看 護 補 助 者          120人 診療エックス線

技師 

    0人 

 歯 科 医 師         150人   124人  156.1人  理 学 療 法 士           16人 臨床 

 

検査 

臨床検査技

師 

   80人 

 薬 剤 師         64 人   0 人     64人  作 業 療 法 士            9人 衛生検査技

師 

    0人 

 保 健 師      0人   0人      0人  視 能 訓 練 士            10人 そ の 他           0人 

 助 産 師         22人   0人     22人  義 肢 装 具 士            0人 あん摩マッサージ指圧師     0人 

 看 護 師      882人  30人    912人  臨 床 工 学 士  18人 医療社会事業従

事者 

   22人 

 准 看 護 師         0人  0人      0人  栄  養  士            0人 その他の技術員           10人 

 歯科衛生士    13人  0人     13人  歯 科 技 工 士          5人 事 務 職 員          303人 

 管理栄養士     7人   0人      7人  診療放射線技師     51人 その他の職員          151人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                        

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 63 人 眼 科 専 門 医 17 人 

外 科 専 門 医 58 人 耳鼻咽喉科専門医 16 人 

精 神 科 専 門 医 21 人 放射線科専門医 36 人 

小 児 科 専 門 医 40 人 脳神経外科専門医 24 人 

皮 膚 科 専 門 医 15 人 整形外科専門医 35 人 

泌尿器科専門医 18 人 麻 酔 科 専 門 医 25 人 

産婦人科専門医 22 人 救 急 科 専 門 医 19 人 

  合 計 409 人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験） 

管理者名（ 寳金 清博 ） 任命年月日 平成２５年４月１日 

「リスクマネジメント委員会委員」 

ＭＥ機器管理センター部長   平成２２年４月１日～ 

医療安全管理部長（副病院長） 平成２２年９月１日～ 

病院長            平成２５年４月１日～現在に至る 

 

 

  



9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 

 １日当たり平均入院患者数 739.3 人 15.8 人 755.1 人 

 １日当たり平均外来患者数 2315.2 人 723.9 人 3039.1 人 

 １日当たり平均調剤数                                                       1140.2剤 

必要医師数 209.0人  
必要歯科医師数 40.0人  
必要薬剤師数 26.0人  

必要（准）看護師数 481.0人  
（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦

日で除した数を記入すること。 

  3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除

した数を記入すること。 

  4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した

数を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

10 施設の構造設備  

 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

  920 m 2 

 

 

鉄骨鉄筋

コンクリ

ート 

   病 床 数  10 床  心  電  計  ○有・無 

   人工呼吸装置  ○有・無  心細動除去装置  ○有・無 

   その他の救急蘇生装置  ○有・無  ペースメーカー  ○有・無 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積     222 m 2      病床数      ６ 床 

［移動式の場合］ 台 数       台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積  13  m 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 

化学検査室    93 m 2 鉄骨鉄筋コン

クリート 

  （主な設備）生化学自動分析装置 

細菌検査室   173 m 2 鉄骨鉄筋コン

クリート 

  （主な設備）オートクレーブ 

病理検査室   799 m 2 鉄骨鉄筋コン

クリート 

  （主な設備）切り出し台 

病理解剖室   208 m 2 鉄骨鉄筋コン

クリート 

  （主な設備）剖検台 

研 究 室 2,031 m 2 鉄骨鉄筋コン

クリート 

  （主な設備）安全キャビネット 

講 義 室    37 m 2 鉄骨鉄筋コン

クリート 

   室数     １ 室  収容定員         50  人 

図 書 室   178 m 2 鉄骨鉄筋コン

クリート 

   室数     ４  室  蔵 書 数  1,400 冊程度 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

 



11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値  

紹 介 率 87.2％ 逆 紹 介 率 49.0％ 
算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                                     15344 人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                                   9013 人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数                                    677 人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                                     18383 人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

大島 寿美子 北星学園大学  医師・患者関係に

精通 

有・○無  2 

加藤 紘之 斗南病院  医療安全に精通 有・○無  1 

土橋 和文 札幌医科大学  医療安全に精通 有・○無  1 

中村 隆 札幌総合法律

事務所 
○ 法律に精通 有・○無  1 

生駒 一憲 北海道大学病

院 

 医療を提供する

者 

○有 ・無 3 

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況  

委員名簿の公表の有無 有・○無  

委員の選定理由の公表の有無 有・○無  

公表の方法 

 本学ホームページ（平成 29 年度公表予定） 

 

 

 

 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

55人　

1人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

陽子線治療

急性リンパ性白血病細胞の免疫遺伝子再構成を利用した定量的ＰＣＲ法による骨髄微小残存病変（ＭＲ
Ｄ）量の測定

最小侵襲椎体椎間板掻爬洗浄術

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

1人　

0人　

1人　

0人　

12人　

1人　

6人　

0人　

19人　

0人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

経胎盤的抗不整脈薬投与療法

術後のホルモン療法及びＳ−１内服投与の併用療法

オクトレオチド皮下注射療法

放射線照射前に大量メトトレキサート療法を行った後のテモゾロミド内服投与及び放射線治療の併用療法
並びにテモゾロミド内服投与の維持療法

１１Ｃ標識メチオニンを用いたポジトロン断層撮影による再発の診断

リツキシマブ点滴注射後におけるミコフェノール酸モフェチル経口投与による寛解維持療法

周術期カルペリチド静脈内投与による再発抑制療法

１３１Ｉ－ＭＩＢＧを用いた内照射療法

１１Ｃ標識メチオニンを用いたポジトロン断層撮影による診断

陽子線治療　（肝細胞がん）

陽子線治療　（肝内胆管がん）

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 9 56 ベーチェット病 238
2 筋萎縮性側索硬化症 17 57 特発性拡張型心筋症 85
3 脊髄性筋萎縮症 4 58 肥大型心筋症 59
4 原発性側索硬化症 0 59 拘束型心筋症 0
5 進行性核上性麻痺 9 60 再生不良性貧血 51
6 パーキンソン病 224 61 自己免疫性溶血性貧血 5
7 大脳皮質基底核変性症 12 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 0
8 ハンチントン病 2 63 特発性血小板減少性紫斑病 99
9 神経有棘赤血球症 2 64 血栓性血小板減少性紫斑病 1
10 シャルコー・マリー・トゥース病 0 65 原発性免疫不全症候群 41
11 重症筋無力症 76 66 IgＡ 腎症 30
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 126
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 108 68 黄色靱帯骨化症 13

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
19 69 後縦靱帯骨化症 109

15 封入体筋炎 0 70 広範脊柱管狭窄症 4
16 クロウ・深瀬症候群 3 71 特発性大腿骨頭壊死症 161
17 多系統萎縮症 33 72 下垂体性ADH分泌異常症 46
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 150 73 下垂体性TSH分泌亢進症 10
19 ライソゾーム病 4 74 下垂体性PRL分泌亢進症 12
20 副腎白質ジストロフィー 1 75 クッシング病 31
21 ミトコンドリア病 15 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 3
22 もやもや病 145 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 100
23 プリオン病 1 78 下垂体前葉機能低下症 266
24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1
25 進行性多巣性白質脳症 0 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 1 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 25
27 特発性基底核石灰化症 0 82 先天性副腎低形成症 1
28 全身性アミロイドーシス 15 83 アジソン病 4
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 318
30 遠位型ミオパチー 1 85 特発性間質性肺炎 22
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 34
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 0
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 29
34 神経線維腫症 43 89 リンパ脈管筋腫症 21
35 天疱瘡 58 90 網膜色素変性症 38
36 表皮水疱症 10 91 バッド・キアリ症候群 0
37 膿疱性乾癬（汎発型） 13 92 特発性門脈圧亢進症 4
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 2 93 原発性胆汁性肝硬変 79
39 中毒性表皮壊死症 0 94 原発性硬化性胆管炎 6
40 高安動脈炎 60 95 自己免疫性肝炎 19
41 巨細胞性動脈炎 3 96 クローン病 113
42 結節性多発動脈炎 32 97 潰瘍性大腸炎 194
43 顕微鏡的多発血管炎 51 98 好酸球性消化管疾患 1
44 多発血管炎性肉芽腫症 23 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 0
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 8 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 14 101 腸管神経節細胞僅少症 0
47 バージャー病 18 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 4 103 CFC症候群 0
49 全身性エリテマトーデス 500 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 158 105 チャージ症候群 0
51 全身性強皮症 111 106 クリオピリン関連周期熱症候群 0
52 混合性結合組織病 47 107 全身型若年性特発性関節炎 0
53 シェーグレン症候群 304 108 TNF受容体関連周期性症候群 0
54 成人スチル病 17 109 非典型溶血性尿毒症症候群 0
55 再発性多発軟骨炎 7 110 ブラウ症候群 0

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 0 161 家族性良性慢性天疱瘡 0
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 21
113 筋ジストロフィー 4 163 特発性後天性全身性無汗症 0
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0 164 眼皮膚白皮症 0
115 遺伝性周期性四肢麻痺 0 165 肥厚性皮膚骨膜症 0
116 アトピー性脊髄炎 0 166 弾性線維性仮性黄色腫 0
117 脊髄空洞症 1 167 マルファン症候群 3
118 脊髄髄膜瘤 1 168 エーラス・ダンロス症候群 0
119 アイザックス症候群 0 169 メンケス病 0
120 遺伝性ジストニア 1 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
121 神経フェリチン症 0 171 ウィルソン病 4
122 脳表ヘモジデリン沈着症 0 172 低ホスファターゼ症 0

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0 173 VATER症候群 0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
0 174 那須・ハコラ病 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0 175 ウィーバー症候群 0

126 ペリー症候群 0 176 コフィン・ローリー症候群 0
127 前頭側頭葉変性症 0 177 有馬症候群 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 178 モワット・ウィルソン症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 1 179 ウィリアムズ症候群 0
130 先天性無痛無汗症 0 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0
131 アレキサンダー病 0 181 クルーゾン症候群 0
132 先天性核上性球麻痺 0 182 アペール症候群 0
133 メビウス症候群 0 183 ファイファー症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 185 コフィン・シリス症候群 0
136 片側巨脳症 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
137 限局性皮質異形成 0 187 歌舞伎症候群 0
138 神経細胞移動異常症 0 188 多脾症候群 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 189 無脾症候群 0
140 ドラベ症候群 0 190 鰓耳腎症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 191 ウェルナー症候群 2
142 ミオクロニー欠神てんかん 1 192 コケイン症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 1 193 プラダー・ウィリ症候群 0
144 レノックス・ガストー症候群 0 194 ソトス症候群 0
145 ウエスト症候群 0 195 ヌーナン症候群 0
146 大田原症候群 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 197 １p36欠失症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 198 ４p欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 199 ５p欠失症候群 0
150 環状20番染色体症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
151 ラスムッセン脳炎 0 201 アンジェルマン症候群 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 0 203 22q11.2欠失症候群 0

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0 204 エマヌエル症候群 0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
156 レット症候群 0 206 脆弱X症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 0 207 総動脈幹遺残症 0
158 結節性硬化症 2 208 修正大血管転位症 0
159 色素性乾皮症 0 209 完全大血管転位症 0
160 先天性魚鱗癬 4 210 単心室症 1



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

211 左心低形成症候群 0 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0

212 三尖弁閉鎖症 1 260 シトステロール血症 0
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0 261 タンジール病 0
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0 262 原発性高カイロミクロン血症 0
215 ファロー四徴症 1 263 脳腱黄色腫症 0
216 両大血管右室起始症 0 264 無βリポタンパク血症 0
217 エプスタイン病 0 265 脂肪萎縮症 0
218 アルポート症候群 0 266 家族性地中海熱 2
219 ギャロウェイ・モワト症候群 0 267 高ＩｇＤ症候群 0
220 急速進行性糸球体腎炎 3 268 中條・西村症候群 0

221 抗糸球体基底膜腎炎 0 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
0

222 一次性ネフローゼ症候群 39 270 慢性再発性多発性骨髄炎 0
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 2 271 強直性脊椎炎 4
224 紫斑病性腎炎 2 272 進行性骨化性線維異形成症 0
225 先天性腎性尿崩症 0 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 5 274 骨形成不全症 0
227 オスラー病 0 275 タナトフォリック骨異形成症 0
228 閉塞性細気管支炎 0 276 軟骨無形成症 0
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 4 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 0
230 肺胞低換気症候群 0 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0

231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
0

232 カーニー複合 0 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 2
233 ウォルフラム症候群 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 2

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
0 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0

235 副甲状腺機能低下症 3 283 後天性赤芽球癆 0
236 偽性副甲状腺機能低下症 2 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 285 ファンコニ貧血 0
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 0 286 遺伝性鉄芽球性貧血 0
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 287 エプスタイン症候群 0
240 フェニルケトン尿症 0 288 自己免疫性出血病XIII 0
241 高チロシン血症1型 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 0
242 高チロシン血症2型 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 0
243 高チロシン血症3型 0 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸 0
244 メープルシロップ尿症 0 292 総排泄腔外反症 0
245 プロピオン酸血症 0 293 総排泄腔遺残 2
246 メチルマロン酸血症 0 294 先天性横隔膜ヘルニア 0
247 イソ吉草酸血症 0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 296 胆道閉鎖症 2
249 グルタル酸血症1型 0 297 アラジール症候群 0
250 グルタル酸血症2型 0 298 遺伝性膵炎 0
251 尿素サイクル異常症 0 299 嚢胞性線維症 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 5
253 先天性葉酸吸収不全 0 301 黄斑ジストロフィー 0
254 ポルフィリン症 0 302 レーベル遺伝性視神経症 0
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 303 アッシャー症候群 0
256 筋型糖原病 1 304 若年発症型両側性感音難聴 0
257 肝型糖原病 1 305 遅発性内リンパ水腫 0

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
0 306 好酸球性副鼻腔炎 5



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
307 カナバン病 0 319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0

308 進行性白質脳症 0 320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー

ル（GPI）欠損症
0

309 進行性ミオクローヌスてんかん 0 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
310 先天異常症候群 0 322 β―ケトチオラーゼ欠損症 0
311 先天性三尖弁狭窄症 0 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
312 先天性僧帽弁狭窄症 0 324 メチルグルタコン酸尿症 0
313 先天性肺静脈狭窄症 0 325 遺伝性自己炎症疾患 0
314 左肺動脈右肺動脈起始症 0 326 大理石骨病 0

315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ

ＭＸ１Ｂ関連腎症
0 327

特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも
のに限る。）

0

316 カルニチン回路異常症 0 328 前眼部形成異常 0
317 三頭酵素欠損症 0 329 無虹彩症 0
318 シトリン欠損症 0 330 先天性気管狭窄症 0

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

・小児入院医療管理料２

・患者サポート体制充実加算

・精神科リエゾンチーム加算

・

・

・

・

・呼吸ケアチーム加算 ・

・ハイリスク分娩管理加算

・精神科急性期医師配置加算

・特定集中治療室管理料４

・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

・ハイリスク妊娠管理加算

・

・

・

・

・

・

・病棟薬剤業務実施加算１

・病棟薬剤業務実施加算２

・データ提出加算

・退院支援加算

・認知症ケア加算

・精神疾患診療体制加算

・総合周産期特定集中治療室管理料

・摂食障害入院医療管理加算

・医療安全対策加算１

・療養環境加算

・新生児治療回復室入院医療管理料

・

・

・

・

・精神科身体合併症管理加算

・感染防止対策加算１

・重症者等療養環境特別加算

・無菌治療室管理加算１

・無菌治療室管理加算２

・緩和ケア診療加算

・診療録管理体制加算１

・医師事務作業補助体制加算１

・急性期看護補助体制加算（２５対１）

・看護職員夜間配置加算

・看護補助加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・地域歯科診療支援病院歯科初診料

・歯科外来診療環境体制加算

・歯科診療特別対応連携加算

・特定機能病院入院基本料（一般病棟　７対１）

・特定機能病院入院基本料（精神病棟　１３対１）

・超急性期脳卒中加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・遺伝学的検査 ・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

・歯科治療総合医療管理料（Ⅰ）及び（Ⅱ） ・歯科画像診断管理加算２

・在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料 ・ポジトロン断層撮影

・持続血糖測定器加算及び皮下連続式グルコース測定 ・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影

・医療機器安全管理料１ ・有床義歯咀嚼機能検査

・医療機器安全管理料（歯科） ・歯科画像診断管理加算１

・医療機器安全管理料２ ・画像診断管理加算１

・肝炎インターフェロン治療計画料 ・小児食物アレルギー負荷検査

・検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料 ・ＣＴ透視下気管支鏡検査加算

・薬剤管理指導料 ・内服・点滴誘発試験

・ニコチン依存症管理料 ・神経学的検査

・排尿自立指導料 ・ロービジョン検査判断料

・がん治療連携計画策定料 ・補聴器適合検査

・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） ・脳波検査判断料１

・外来放射線照射診療料 ・脳磁図

・糖尿病透析予防指導管理料 ・遠隔脳波診断

・がん患者指導管理料３ ・ヘッドアップティルト試験

・移植後患者指導管理料（臓器移植後） ・長期継続頭蓋内脳波検査

・外来緩和ケア管理料 ・人工膵臓検査、人工膵臓療法

・糖尿病合併症管理料 ・遺伝カウンセリング加算

・がん性疼痛緩和指導管理料 ・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

・がん患者指導管理料２ ・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト

・がん患者指導管理料１ ・胎児心エコー法

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・ウイルス疾患指導料 ・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）

・高度難聴指導管理料 ・検体検査管理加算（Ⅳ）

・喘息治療管理料 ・国際標準検査管理加算

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・手術用顕微鏡加算 ・植込型補助人工心臓（非拍動流型）

・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠 ・同種心移植術

・悪性黒色腫センチネルリンパ節加算
・腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹
膜リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹膜腫瘍摘出術、等

・透析液水質確保加算１
・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術及び両室
ペーシング機能付き植込型除細動器交換術

・透析液水質確保加算２ ・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

・磁気による膀胱等刺激法 ・補助人工心臓

・硬膜外自家血注入 ・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

・エタノールの局所注入（甲状腺）
・両心室ペースメーカー移植術及び両心室ペースメーカー交
換術

・エタノールの局所注入（副甲状腺）
・植込型除細動器移植術及び植込型除細動器交換術及び経
静脈電極抜去術

・精神科デイ・ケア「小規模なもの」 ・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失調
症治療指導管理料に限る。）

・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合
併切除を伴うもの）に限る。）

・医療保護入院等診療料 ・経カテーテル大動脈弁置換術

・精神科作業療法
・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）、下顎骨形成術
（骨移動を伴う場合に限る。）

・認知療法・認知行動療法１
・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、下顎骨
形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

・精神科ショート・ケア「小規模なもの」
・乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネルリンパ節生
検（併用）

・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） ・網膜再建術

・がん患者リハビリテーション料
・人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨
導補聴器交換術

・歯科口腔リハビリテーション料２ ・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）

・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ） ・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートのあ
るもの））

・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いるも
の）

・抗悪性腫瘍剤処方管理加算 ・腫瘍脊椎骨全摘術

・外来化学療法加算１ ・頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る。）

・無菌製剤処理料
・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳刺
激装置交換術

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・冠動脈ＣＴ撮影加算
・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る。）

・心臓ＭＲＩ撮影加算
・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に限
る。）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・胃瘻造設時嚥下機能評価加算 ・

・歯周組織再生誘導手術 ・

・広範囲顎骨支持型装置埋入手術 ・

・医科点数表第２章第10部手術の通則の16に掲げる手術 ・

・輸血管理料Ⅰ ・

・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 ・

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）
・顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等の手術を必要とす
るものに限る。）の手術前後における歯科矯正に係るもの）

・内視鏡的胎盤吻合血管レーザー焼灼術 ・

・胎児胸腔・羊水腔シャント術 ・

・人工尿道括約筋植込・置換術 ・口腔病理診断管理加算２

・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術 ・クラウン・ブリッジ維持管理料

・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

・歯科矯正診断料

・膀胱水圧拡張術 ・粒子線治療医学管理加算

・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 ・保険医療機関間の連携による病理診断

・腹腔鏡下小切開膀胱悪性腫瘍手術 ・病理診断管理加算２

・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）

・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

・同種死体腎移植術 ・粒子線治療

・生体腎移植術 ・粒子線治療適応判定加算

・腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術 ・画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

・同種死体膵移植術、同種死体膵腎移植術 ・体外照射呼吸性移動対策加算

・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 ・定位放射線治療

・生体部分肝移植術 ・外来放射線治療加算

・同種死体肝移植術 ・高エネルギー放射線治療

・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 ・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

・歯根端切除手術の注３

・腹腔鏡下肝切除術 ・放射線治療専任加算

（様式第2）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

病理診断部門　年間約300回
臨床検査部門　年間約370回

剖　検　の　状　況

　・

　・

剖検症例数　34例　　　／　　剖検率　7.26%

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

15,080,000

辻野　一三 内科Ⅰ 厚生労働省

内科Ⅰ
日本医療研究
開発機構

1,500,000
日本医療研究
開発機構

閉塞性肺疾患の多様性の理解と個別化治
療に向けた探索的研究

西村　正治

榊原　純

内科Ⅰ

水柿　秀紀

希少遺伝子変異を有する小細胞肺癌に対
する新規治療法の確立に関する研究（分
担）

日本医療研究
開発機構

疾患予後と医療の質の改善を目的とした
多領域横断的な難治性肺高血圧症症例
登録研究（分担）

300,000

辻野　一三

アンメットメディカルニーズにおける抗がん
薬のPK/PDに基づく最適化医療の実施
（分担）

CT所見、バイオマーカーから見た気管支
喘息における上下気道の連関

9,880,000

アレルギー性気管支肺真菌症の新・診断
基準の検証と新規治療開発（分担）

今野　哲 内科Ⅰ 10,400,000

重症肺高血圧症に対するエビデンスを構
築する新規戦略的研究（分担）

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

呼吸不全に関する調査研究（分担） 西村　正治 内科Ⅰ 150,000 厚生労働省

内科Ⅰ 600,000
日本医療研究
開発機構

ALK融合遺伝子陽性のⅢ期非小細胞肺
癌に対する集学的治療法の開発に関する
研究（分担）

榊原　純 内科Ⅰ 2,000,000
日本医療研究
開発機構

高齢者の小細胞肺癌に対する新たな標準
的治療の確立に関する研究（分担）

リンパ脈管筋腫症に対するラパマイシン長
期内服の効果と安全性評価のためのコ
ホート調査（分担）

内科Ⅰ

内科Ⅰ 500,000
日本医療研究
開発機構

治験の実施に関する研究【レンバチニブ
(胸腺癌）】（分担）

榊原　純 内科Ⅰ 226,200
日本医療研究
開発機構研究
費

内科Ⅰ

朝比奈　肇

内科Ⅰ 390,000
日本医療研究
開発機構

自己免疫性肺胞蛋白症に対する酵母由
来組換えGM-CSF吸入の多施設共同医師
主導治験（分担）

鈴木　雅 内科Ⅰ 3,700,000
日本医療研究
開発機構

鈴木　雅

1,690,000

日本学術振興
会

日本学術振興
会

今野　哲

辻野　一三 650,000

1,040,000
日本学術振興
会

呼吸器疾患に伴う肺高血圧症の肺血管お
よび右心系に関する臨床病理学的検討

日本学術振興
会

次世代シークエンサーを用いた肺原発肉
腫様癌におけるバイオマーカー解析

大泉　聡史 内科Ⅰ 1,300,000

日本学術振興
会

内科Ⅰ

肺血管標的型多機能性エンベロープナノ
構造体を用いた難治性肺疾患治療の挑
戦

西村　正治 内科Ⅰ

（様式第3）



1  研究費補助等の実績

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

（様式第3）

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

3,400,000

気管支擦過肺癌細胞の培養による肺癌診
断と治療法の探索

16,900,000

渥美　達也

閉塞性肺疾患の重症化に関わるエクソ
ソームmicroRNAの同定と臨床応用

鈴木　雅

日本学術振興
会

日本学術振興
会

2,210,000

長岡　健太郎

AMED

日本学術振興
会

内科Ⅰ

2,340,000

日本学術振興
会

内科Ⅰ

日本学術振興
会

新規抗リン脂質抗体症候群モデルマウス
の作成

肺炎球菌の嫌気培養による病原性の変化
の検討

内科II

1,560,000

内科Ⅰ

内科Ⅰ 1,690,000菊地　英毅

清水薫子

免疫抑制剤の効果的な併用による難治性
膠原病治療プロトコール作成のための研
究

渥美　達也

関節リウマチ滑膜に高発現するRasGRP4
が滑膜増殖を促すメカニズムに関する研
究

保田　晋助 内科II

日本学術振興
会

内科II

1,430,000

日本学術振興
会

1,820,000

910,000内科II

消化器内科 7,410,000

1,560,000

文部科学省

内科II

日本学術振興
会

日本学術振興
会

消化器内科 2,080,000

日本学術振興
会

日本学術振興
会

文部科学省

坂本　直哉 文部科学省

生体高分子シミュレーションによる抗ウイル
ス薬耐性化仮想アッセイシステムの構築

坂本　直哉

2型糖尿病病態における膵β細胞量増加
への治療戦略 中村　昭伸 内科II 780,000

肝硬変の組織病態を修復する新規細胞薬
物治療法の探索

関節リウマチにおけるオートファジーとシト
ルリン化抗原提示との関連

加藤　将 1,300,000

文部科学省

卵膜由来間葉系幹細胞の分泌する低分
子生理活性物質を用いた再生医療の開
発

大西　俊介 消化器内科 1,820,000

食道癌三次元培養モデルを用いた癌幹細
胞ニッチの解析

小松　嘉人 消化器内科 1,690,000

内科II

内科II

奥 健志
抗リン脂質抗体症候群の流産モデルマウ
スの作成

多発性嚢胞腎の高血圧に関わる嚢胞増悪
因子の解析と治療法の解明

西尾　妙織

呼吸器疾患における気腫・気道・血流の総
合的評価法の確立

NETsによる単球分化を介した自己免疫機
序の解明

坊垣　暁之



1  研究費補助等の実績

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

（様式第3）

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

消化器内科

日本学術振興
会

筒井　裕之 循環器内科 1,300,000

循環器内科

文部科学省川久保　和道

C末端欠損HBｘ遺伝子インテグレーション
による肝発癌・悪性化機構の検討

文部科学省
HBV感染における自然免疫系センサー分
子の探索

文部科学省

1,950,000

絹川　真太郎

超音波内視鏡下経穿刺針的のう胞壁生検
による膵のう胞性腫瘍の新たな診断法の
確立

FGF受容体阻害剤を用いた食道扁平上皮
癌幹細胞を標的とした新規治療法の開発

1,430,000

国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

絹川　真太郎 循環器内科

消化器内科

中井　正人

ナノカプセルを用いた拡張型心筋症に対
するミトコンドリアをターゲットとした新規治
療法の開発

須田　剛生 消化器内科 1,560,000

消化器内科

骨格筋不全におけるmitoNEETによるミトコ
ンドリア機能制御の分子機構の解明

日本学術振興
会

16,000,000

経皮的冠動脈形成術および冠動脈バイパ
ス術の冠血流予備能に対する効果の検討

夏井坂　光輝

日本学術振興
会

納谷　昌直 1,560,000

循環器内科

文部科学省

心血管病における心臓周囲脂肪ミトコンド
リアの役割

日本学術振興
会

横田　卓 循環器内科 1,300,000

循環器内科 18,797,000

心筋リモデリングにおけるmitoNEETによる
ミトコンドリア機能制御機構の解明

日本学術振興
会

筒井　裕之

特発性心筋症に関する調査研究

循環器内科

1,040,000

心不全におけるヘリコバクター・ピロリ感染
の役割の解明と除菌による新規治療の開
発

1,690,000

筒井　裕之

ナチュラルキラーT細胞活性化による慢性
炎症制御に基づく新たな心筋症治療の実
用化

国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

筒井　裕之 循環器内科 94,899,999

厚生労働省

クローン病に対する羊膜由来間葉系幹細
胞のfirst-in-human臨床試験

大西　俊介 消化器内科 21,000,001
日本医療研究
開発機構研究
費

羊膜由来間葉系幹細胞の培養上清を用
いた内視鏡的粘膜下層剥離術後消化管
狭窄の予防

大西　俊介 消化器内科 2,000,000
日本医療研究
開発機構

HCVに対するカルニチンの抗ウイルス/抗
脂肪化/抗酸化効果の基礎的・臨床的検
討

小川　浩司 消化器内科 2,340,000 文部科学省

C型肝炎ウイルスの粒子形成・分泌機構の
解明と関与する細胞性因子の解析

森川　賢一 消化器内科 1,430,000 文部科学省

5,460,000
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砂原　正男

910,000

1,560,000

消化器外科学教室Ⅰ

肝癌細胞株における糖鎖異常と浸潤能と
の関連性の解析

高橋　典彦
IL-6による免疫抑制を介した大腸がん肝
転移機構の解明と新規治療法開発

神山　俊哉 消化器外科学教室Ⅰ

後藤　了一

日本学術振興
会

1,430,000
肝芽腫局所進展に関わるドライバーエピゲ
ノム変異の解明

消化器癌の微小転移同定システムの臨床
応用

崎浜　秀康

手術部

日本学術振興
会

日本学術振興
会

消化器外科学教室Ⅰ

日本学術振興
会

肝芽腫の発生・進展過程におけるDNAメ
チル化異常の解明

本多　昌平 2,600,000消化器外科Ⅰ

日本学術振興
会

日本学術振興
会

ヒト血管移植片に対する抗ドナー抗体の病
的意義と免疫抑制性細胞による治療効果
の検討

消化器外科Ⅰ 2,210,000

1,820,000

日本学術振興
会

1,690,000
日本学術振興
会

12,480,000筒井　裕之

消化器外科学教室Ⅰ

筒井　裕之

国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

日本学術振興
会・文部科学省

循環器内科

国立研究開発
法人日本医療
研究開発機構

9,880,000

循環器内科

脳卒中・循環器病の遠隔医療の開発と検
証のための研究

拡張相肥大型心筋症を対象とした他施設
登録観察研究

筒井　裕之 循環器内科

心サルコイドーシスの診断における特異的
アクネ菌抗体を用いた免疫組織染色の有
用性

造血幹細胞移植推進拠点病院事業

Center of Innovation (COI) STREAM 『食
と健康の達人』拠点　セルフヘルスケアプ
ラットフォームの構築

体外誘導免疫制御性リンパ球を用いた細
胞治療による免疫寛容誘導に関する研究

脂肪肝グラフトのミトコンドリア機能と抗酸
化能を増強する画期的な肝体外灌流法の
開発

個別化医療に対応したゲノム編集技術に
よる肝臓内ＨＢＶゲノムの完全不活化を目
指した革新的治療法の包括的開発

臓器移植医療部

武冨　紹信

炎症性腸疾患における神経ペプチドシグ
ナルの制御機構解明と疾患治療への応用

武冨　紹信

山下　健一郎

33,000,000

6,240,000

榊原　守 循環器内科

消化器外科学教室Ⅰ

嶋村　剛

消化器外科学教室Ⅰ
日本学術振興
会

日本学術振興
会

10,000,000

1,300,000

6,110,000

日本医療研究
開発機構

移植後シクロホスファミドを用いた血縁者
間HLA半合致移植法の開発研究

豊嶋　崇徳 血液内科 6,890,000
日本医療研究
開発機構
（AMED）

豊嶋　崇徳 血液内科 18,079,000 厚生労働省
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村上　壮一

膵癌におけるバイオマーカーの探索およ
び新規治療法の開発

消化器外科Ⅱ

スフィンゴ糖脂質機能解析を基盤とした関
節疾患の病態解明と新規治療法の開発

蛍光イメージングの応用による肝門部領域
癌センチネルリンパ節の同定方法の確立

野路　武寛

双方向インターネット通信を利用した遠隔
外科教育カリキュラム構築

倉島　庸 消化器外科Ⅱ

910,000

非小細胞肺癌手術適応症例に対する周
術期 hANP 投与の 多施設共同ランダム
化第II相比較試験

樋田　泰浩

地域における重症外傷患者の救命率改善
を目指した新規DCSトレーニングコースの
開発

2,340,000

1,170,000

浅野　賢道

日本学術振興
会

固形癌術前化学療法による抗腫瘍免疫能
誘導と術後再発予防への個別化治療戦略

土川　貴裕

日本学術振興
会

日本学術振興
会

消化器外科Ⅱ

消化器外科Ⅱ

1,170,000
日本学術振興
会

消化器外科Ⅱ 1,170,000

日本学術振興
会

日本学術振興
会

1,170,000消化器外科Ⅱ

消化器外科Ⅱ 1,170,000

日本学術振興
会

内視鏡外科手術修練を支援するcadaver 
trainingカリキュラムの構築

七戸　俊明

平野　聡
EPHA4を標的とした膵癌バイオマーカー
の探索と膵癌新規治療法の開発

岩崎　倫政 整形外科 6,240,000
日本学術振興
会

循環器・呼吸器外科 1,080,000
国立循環器病
センター

変形性関節症発症機序の解明に向けた
軟骨変性制御機構における糖鎖機能解析

岩崎　倫政 整形外科 1,950,000
日本学術振興
会

肝臓グラフトへの移植前siRNA導入による
肝炎ウイルス再感染予防法の開発

武冨　紹信 消化器外科学教室Ⅰ 1,950,000
日本学術振興
会

遺伝子導入を用いずに移植片のシャペロ
ン発現を体外で調節する方法の開発

三野　和宏

消化器外科学教室Ⅰ 1,500,000
日本学術振興
会

EMTに注目した胃癌における循環・骨髄
腫瘍細胞の臨床的意義の検討

柴崎　晋 消化器外科学教室Ⅰ 1,170,000
日本学術振興
会

消化器外科学教室Ⅰ 1,820,000
日本学術振興
会

シャペロン分子により生存シグナルを増強
させる画期的な肝グラフト修復法の開発

財津　雅昭

脂肪切除後の分子病態解明と抗酸化能増
強による易障害性、易転移性克服法の開
発

島田　慎吾 消化器外科Ⅰ 1,560,000
日本学術振興
会

血漿タンパク質LRGの翻訳後修飾に着目
した膵癌早期診断マーカーの解析

柿坂　達彦 消化器外科学教室Ⅰ 910,000
日本学術振興
会
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日本学術振興
会

日本学術振興
会

日本学術振興
会

日本医療研究
開発機構

日本医療研究
開発機構

日本学術振興
会

被損傷靱帯に出現する幹細胞様細胞が
移植腱再構築過程を促進する分子機序の
統合的解明

近藤　英司 整形外科 5,980,000
日本学術振興
会

人工膝・股関節置換術適用患者の荷重免
荷型トレッドミルにおける三次元歩行計測

入江　徹 整形外科 650,000
日本学術振興
会

高純度硬化性ｹﾞﾙによる椎間板組織自然
再生誘導法の開発と組織再生ﾒｶﾆｽﾞﾑ

須藤　英毅 整形外科 6,500,000
日本学術振興
会

機能的リンパ組織移植法の開発! 山本　有平 形成外科 5,590,000
日本学術振興
会

日本学術振興
会

日本医療研究
開発機構

神経内科

結膜EMZLにおけるRAS系の関与  安藤 亮

矢部　一郎 神経内科

1,690,000

神経内科

4,680,000

佐々木　秀直

2,500,000

形成外科

形成外科 4,420,000

小山　明彦 形成外科 1,300,000

村尾　尚規

矢部　一郎 神経内科

佐々木　秀直

郭清術後のリンパ組織再構築術～悪性黒
色腫予後の改善を目指して！

リンパ浮腫を薬で治す！～DDS技術を駆
使したVEGF-C徐放治療の開発

ケロイドの免疫細胞治療を目指して！～制
御性T細胞は炎症＆線維化を抑制する～

多系統萎縮症の発病素因及び分子マー
カーに関する研究

古川　洋志

治験の実施に関する研究[サリドマイド]

多系統萎縮症の自然歴とその修飾因子に
関する研究

家族性進行性核上性麻痺における遺伝子
解析研究に基づいた進行性核上性麻痺
の病態解析

800,000

9,880,000

眼科 1,300,000

腫瘍血管内皮分泌タンパクを用いた腎が
んの転移予測

篠原　信雄 泌尿器科 780,000
日本学術振興
会

インシデント報告、ニアミス報告を利用した
高信頼性手術チームの醸成に関する研究

安部　崇重 泌尿器科 1,820,000
日本学術振興
会

尿路上皮癌微小転移に対するAKR1C1を
標的とした治療法の開発

松本　隆児 泌尿器科 1,040,000
日本学術振興
会

3次元In vitro転移モデルの開発 大澤　崇宏 泌尿器科 1,430,000
日本学術振興
会
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頭頸部癌におけるcyclin D1標的sgRNAに
よる新規遺伝子標的治療の開発

坂下　智博 耳鼻咽喉科 1,040,000
日本学術振興
会

バイオインフォマティクスアプローチによる
頭頸部癌のシグナル伝達ネットワークの解
明

畠山　博充 耳鼻咽喉科 1,040,000
日本学術振興
会

ミトコンドリアDNAの解析による頭頸部癌の
癌化、予後因子の解明

水町　貴諭 耳鼻咽喉科 1,170,000
日本学術振興
会

アレルギー性鼻炎の根治を指向したSIRT1
活性化剤の基礎的研究

中丸　裕爾 耳鼻咽喉科 1,560,000
日本学術振興
会

好酸球性副鼻腔炎におけるNKT細胞の役
割と新しい治療戦略

髙木　大 耳鼻咽喉科 1,300,000

受容体結合プロレニン系を標的としたボ
ナック核酸医薬品の開発

日本学術振興
会

進行上顎洞癌に対する超選択的動注化
学療法を併用した放射線治療による新規
治療法開発に関する研究

本間　明宏 耳鼻咽喉科 21,183,000
日本医療研究
開発機構

上顎洞癌の治療最適化に関する研究 本間　明宏

日本学術振興
会

耳鼻咽喉科 5,000,000
日本医療研究
開発機構

1,820,000

糖尿病網膜症におけるポリアミン代謝経路
の病態関与

 野田　航介 眼科 1,560,000
日本学術振興
会

糖尿病網膜症におけるα-クリスタリンのリ
ン酸化機序

 加瀬　 諭

1,690,000
日本学術振興
会

石田　晋 眼科 12,420,000

国立研究開発
法人新エネル
ギー・産業技術
総合開発機構

齋藤　航 眼科

岩田　大樹 眼科 1,430,000
日本学術振興
会

日本学術振興
会

眼科 1,560,000

1,430,000

眼科

糖尿病網膜症におけるアクロレインの病態
関与

日本学術振興
会

日本学術振興
会

日本学術振興
会

IκBキナーゼ阻害によるぶどう膜炎制御

糖尿病網膜症における血管内皮増殖因子
受容体の糖鎖変化

石田　晋

眼科

眼科

4,680,000

1,040,000

南場　研一

石田　晋

石嶋 漢

人工多能性幹細胞由来のマクロファージ
様免疫抑制性細胞を用いたぶどう膜網膜
炎の制御

アンジオポエチン2阻害によるぶどう膜炎
軽症化の検討

受容体結合プロレニン系を標的とした網脈
絡膜疾患治療戦略の確立

眼科
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眼球運動-前庭系相互作用を利用した新
しい平衡リハビリテーションの開発

耳鼻咽喉科
ゲノム、プロテオーム解析による後天性真
珠腫シグナル伝達ネットワークの解明

福田　篤 1,170,000
日本学術振興
会

藤原　圭志 耳鼻咽喉科 1,950,000
日本学術振興
会

柳　輝希

岩田　浩明

2,080,000

農業・食品産業
技術総合研究
機構

日本学術振興
会

日本学術振興
会

日本学術振興
会

皮膚科 1,820,000

日本学術振興
会

2,080,000

日本学術振興
会

皮膚科

8,200,000

皮膚科

藤田　靖幸

久住　一郎

乃村　俊史

乳房外パジェット病の悪性度に対する
MUC5AC発現の関与の包括的検討

新熊　悟

水疱性類天疱瘡における制御性T細胞の
解析および細胞療法への応用

CRISPR技術を用いたモザイク病変を有す
る遺伝性皮膚疾患モデルマウスの作製

日本食におけるストレス・脳機能改善効果
の解明

ノンコーディングRNAによる角化調節メカ
ニズムの解明

氏家　英之

日本学術振興
会

皮膚科

日本学術振興
会

日本学術振興
会

1,040,000

表皮細胞の癌化におけるミトコンドリア融
合・分裂分子の機能解析

自己免疫性水疱症発症におけるTh17細
胞の働きの解明

秦　洋郎

1,430,000

日本学術振興
会

1,690,000

皮膚科

水疱形成による瘢痕型脱毛症の新規モデ
ル作成と病態解明

中村　秀樹

1,820,000

日本学術振興
会

1,950,000

復帰変異モザイクを応用したiPS細胞によ
る表皮水疱症の治療

25,914,000

西江　渉

6,500,000

皮膚科 1,560,000
日本学術振興
会

独立行政法人
医薬基盤研究
所

日本学術振興
会

皮膚科 1,560,000

復帰変異モザイク（Revertant mosaicism）
を応用した先天性難治性皮膚疾患に対す
る自家培養表皮シート療法

清水　宏

クラススイッチ導入モノクローナル抗体を用
いた水疱性類天疱瘡の病態機序の解明

皮膚科

皮膚科

自己抗原の枯渇を標的とした水疱性類天
疱瘡の新規治療法開発

夏賀　健 皮膚科

精神科神経科

西江　渉 皮膚科

17型コラーゲン発現制御による画期的水
疱症モデルの作成と応用（国際共同研究
強化）

西江　渉

免疫寛容が破綻し発症する画期的水疱性
類天疱瘡モデルの作成と応用

皮膚科

14,300,000皮膚科
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寳金　清博 脳神経外科
もやもや病患者由来iPS細胞を用いた血管
平滑筋細胞の分化誘導と機能解析

笹森　徹

関　俊隆
日本学術振興
会

日本学術振興
会

新たな培養・移植・イメージング技術を駆
使した自己骨髄間質細胞移植による脳梗
塞再生治療

精神科神経科

寳金　清博

統合失調症・自閉症スペクトラム障害にお
ける安静神経活動の感覚・認知処理への
影響

脳神経外科

脳神経外科

iPS細胞を用いた、もやもや病における脳
出血発症メカニズムの解析

数又　研 脳神経外科

精神科神経科

精神科神経科

革新的医薬品・医療機器・再生医療等製
品実用化促進事業

骨髄間質細胞移植による癒着性くも膜炎
及び難治性神経障害性疼痛に対する治
療法の確立

血液検査が可能な精神疾患のバイオマー
カーとしての脳型脂肪酸結合タンパク質の
検討

古賀　農人

もやもや病診療の質を高めるためのエビデ
ンス構築を目指した包括的研究

寳金　清博

日本学術振興
会

1,430,000

910,000

脳神経外科

賀古　勇輝

1,040,000

31,875,000

1,040,000

1,040,000

1,690,000

1,690,000

1,560,000 文部科学省

日本学術振興
会

文部科学省

文部科学省

精神科神経科

文部科学省精神科神経科

ラット脊髄損傷モデルにおける脊髄刺激療
法の有効性評価

脳神経外科

青年期の抑うつ症状に関わる要因の縦断
的研究

寳金　清博

双極性障害に対する認知リハビリテーショ
ンと集団認知行動療法の有効性に関する
研究

児童思春期の学校における自殺関連要因
の前方視的研究

齊藤　卓弥

読字障害における中間表現型：認知・知覚
機能のサブグループ化と介入支援法帆の
開発

豊巻　敦人

9,880,000
日本医療研究
開発機構

文部科学省精神科神経科

日本医療研究
開発機構

文部科学省

文部科学省

文部科学省

脳神経外科 30,000,000 厚生労働省

もやもや病(ウイリス動脈輪閉塞症)の診断･
治療に関する研究

寳金　清博 脳神経外科 8,750,000 厚生労働省

マイクログリアからみた統合失調症の覚せ
い剤動物モデルにおける病態解明と治療
法研究

伊藤　侯輝 精神科神経科 1,430,000

1,820,000

1,170,000

朝倉　聡

精神科神経科

視床下部―下垂体―副腎皮質系の活動
性による層別化からのうつ病バイオマー
カー探索

2,470,000

中川　伸

柳生　一自
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術後下肢キネマティクスが再建前十字靱
帯の機能に与える影響に関する運動解析
学的研究

遠山　晴一
リハビリテーション科
（保健科学研究院）

1,040,000
日本学術振興
会

脳神経外科中山　若樹
日本学術振興
会

1,690,000

日本学術振興
会

日本学術振興
会

易破裂大型脳動脈瘤の新規動物モデルと
ヒト臨床標本による破裂防止薬剤治療法
の開拓

シャロン　ハンリー

山口　秀 脳神経外科

日本学術振興
会

5,850,000

1,170,000

脳神経外科

日本学術振興
会

日本学術振興
会

日本学術振興
会

医学研究院

厚生労働省

1,820,000

615,385

日本学術振興
会

厚生労働省

1,820,000

1,300,000
神経膠腫におけるマイクロRNA解析を用い
たメチオニン取り込み機序の探索

川堀　真人

婦人科
子宮平滑筋肉腫の高悪性度を規定する遺
伝子異常の解析

周産母子センター

肺胞蛋白症、遺伝性間質性肺疾患に関す
る研究：重要難治化要因とその克服

穂刈　正昭

周産期搬送に関する研究

重症くも膜下出血の予後は炎症反応制御
で改善するか？

脳神経外科

日本学術振興
会

周産母子センター

婦人科

A randomized-control trial assessing the 
impact of HPV self-sampling on cervical 
screening uptake rates in women 20-
29yrs: A comparative evaluation of two

長　和俊

脳虚血再灌流障害に対するスフィンゴリン
脂質の保護効果

渡利　英道

董　倍新

子宮体癌の微小環境を増悪させるマイクロ
RNA-EZH2フィードバックループの解明

iASPP遺伝子発現の調節機構と子宮頸癌
細胞における機能的役割

医学研究院

Attitudes Towards and Acceptance of 
HPV Vaccine in Japanese Mothers of 
Adolescents living in the UK and Australia

シャロン　ハンリー 医学研究院

金野　陽輔

長　和俊

500,000

1,430,000

1,430,000

1,560,000

神経疾患患者における中枢・末梢神経複
合刺激による代償経路活性化と歩行機能
の再建

イオマゼニルSPECTとMRI拡散尖度画像
を用いた高次脳機能障害の脳機能解析

生駒　一憲 リハビリテーション科 1,300,000
日本学術振興
会

小金丸　聡子 リハビリテーション部 98,381
日本学術振興
会

高齢ラットにおけるストレッチによる筋力増
強効果の分子生物学的検討

池田　聡 リハビリテーション部 1,430,000
日本学術振興
会

前頭前野プライミング刺激による意欲の改
善と運動訓練の効率化

小金丸　聡子 リハビリテーション部 1,240,892
日本学術振興
会
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作原　祐介

MRIを用いた頭頸部腫瘍の治療感受性
マップおよび高精度予後予測診断法の開
発

藤間　憲幸

日本学術振興
会

日本学術振興
会

放射線診断科 650,000

放射線診断科

650,000

1,170,000 文部科学省

放射線部

髙尾　聖心 放射線治療科 1,820,000

文部科学省

文部科学省

日本学術振興
会

AMED99,145,000

清水　伸一

ヘリウム・陽子線ハイブリット治療の研究開
発

白土　博樹 4,290,000

200,000

2,210,000

乳癌のコンパニオン診断に向けた3T-MRI
のマルチパラメトリック解析モデルの開発

デジタルファントムによる超音波画像診断
トレーニングシステム構築のための基礎的
検討

加藤　扶美

CBCT画像を用いた線量評価に基づく治
療効果誘導放射線治療技術の開発

放射線医学分野

放射線治療医学分野
4Ｄ-ＣＢＣＴと治療計画ＣＴの容積マッチン
グ法による４Ｄ-ＩＧＲＴの試み

4,420,000

放射線部

アンジェルマン症候群における認知記憶
機能障害のメカニズムと治療法の探索

白石　秀明 小児科 1,430,000
日本学術振興
会

言語発達障害児訓練支援に向けた脳磁
図による言語発達評価

治験の実施に関する研究［5ALA・SFC］
（分担）

日本医療研究
開発機構研究
費

新規医薬品・医療機器等の創出、難治性
疾患の治療法の開発および最適な治療法
の確立に関する研究

小児科白石　秀明

日本医療研究
開発機構研究
費

稀少難治性てんかんのレジストリ構築によ
る総合的研究

佐藤　典宏
臨床研究開発セン

ター
90,200,000

700,000

厚生労働省白石　秀明 小児科

O-17水分子・酸素分子MRIによる定量的
脳血流・酸素代謝イメージングの開発

工藤　與亮

日本学術振興
会

非線形発振現象を基盤としたヒューマンネ
イチャーの理解

江川　潔 小児科 1,200,000
日本学術振興
会

江川　潔 小児科

320列MDCTによる包括的冠動脈形態およ
び機能的狭窄度評価法の確立

真鍋　徳子 放射線診断科 1,560,000 文部科学省

QSMとVBMのハイブリッド撮像・解析による
認知症の早期診断MRI

工藤　與亮 放射線部 12,934,294 AMED

放射線部 5,330,000 文部科学省

非放射性水分子プローブを用いた次世代
脳血流MRI検査法の確立

工藤　與亮
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菅谷　勉 歯周・歯内療法科 1,820,000

志賀　哲
絹谷　清剛

2,500,000核医学分野

新規開発自律神経活動モニターシステム
を用いた安全・安心な高齢者歯科治療の
確立

PET薬剤合成装置の薬事承認取得に向け
た神経膠腫患者における術前炭素11標識
ﾒﾁｵﾆﾝPETの有用性に関する研究

日本学学術振
興会

日本医療研究
開発機構

加藤　徳雄

平田　健司

悪性神経内分泌腫瘍に対する131I-MIBG
内照射療法の開発

玉木　長良
佐藤　典広

新規放射性薬剤IIMUによる頭頸部癌化学
療法の治療効果予測法の確立

がんの個別化治療戦略を実現する革新的
PET診断技術の開発：［18F］DiFAによる低
酸素ｲﾒ-ｼﾞﾝｸﾞ

志賀　哲

予防歯科

780,000

新しい唾液pH判定キットの開発

TPを標的とした腫瘍診断薬［123I］IIMU注
射薬の開発

志賀　哲

待ち伏せ照射の高精度化を目的とした体
内呼吸運動に基づく呼吸位相モニタの開
発

低酸素細胞を有する原発性肺癌に対する
動体追跡放射線治療の研究

炭素11標識ﾒﾁｵﾆﾝPETによる脳腫瘍診断

兼平　孝

TCP複合化レジンとナノHAPコラーゲンの
ハイブリッドによる垂直歯根破折の治療法

下地　伸司

核医学分野

井上　哲也

日本学術振興
会

日本学術振興
会

1,430,000

日本学術振興
会

日本学術振興
会

日本学術振興
会

1,040,000

核医学分野 1,950,000

日本学術振興
会

放射線治療科

放射線治療科

2,080,000

5,460,000

54,000,000
日本医療研究
開発機構

日本学術振興
会

5,399,940
日本医療研究
開発機構

核医学分野

核医学分野 61,000,000
日本医療研究
開発機構

40,936,000
日本医療研究
開発機構

日本学術振興
会

2,470,000

玉木　長良

橋本　孝之
金ナノコロイド製剤を用いた難治性癌分子
追跡陽子線治療の開発

イン・シリコ・ソロゲートエンドポイントによる
術後陽子線治療の晩期有害事象の評価

木下　留美子

核医学分野

安田　耕一

Ｒａｄｉｏｍｉｃｓを用いた肝癌に対する個別化
陽子線治療法の確立

1,560,000放射線医学分野

日本学学術振
興会

低酸素癌を標的とした陽子線治療に関す
る研究

玉木　長良 核医学分野

放射線治療科

宮本　直樹 1,430,000

放射線治療科

歯周・歯内療法科

PETによる心血管疾患の活動性の映像化
と治療戦略への応用

日本学術振興
会

1,430,000

放射線治療科
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冠橋義歯補綴科

星加　修平 歯学研究院

角田　晋一

医工連携事業

歯学研究院

日本学術振興
会

日本学術振興
会

佐野　英彦 歯学研究院 3,510,000

在宅歯科医療における口腔感染症や誤嚥
性肺炎の予防機能を有した抗菌性粘膜調
整材の開発・事業化

横山 敦郎 2,603,000

520,000

ナノテクノロジーの保存修復学への応用

早期血管増殖を誘導するハニカム構造を
用いた新規骨再生療法の開発

1,170,000

1,170,000

780,000

1,820,000

義歯補綴科

弓削　文彦

バイオグラスによる脱灰象牙質の再石灰化
を目指す試み

バイオアクティブグラスのう蝕抑制能を各
種イオンと中和作用の両面から解明する

自己防御システム誘導型の新規材料の開
発

宮治　裕史

日本学術振興
会

日本学術振興
会

日本学術振興
会

日本学術振興
会

新素材を矯正歯科臨床に応用するための
研究－アクチュエーター（人工筋肉）の応
用－

山本　隆昭 矯正歯科

松本　真理子 歯冠修復科

日本学術振興
会

咬合異常感と口腔内装置許容能力の関連
性の検討 脳磁図による定量的評価

佐藤　華織 冠橋義歯補綴科 1,430,000
日本学術振興
会

北海道大学大学院歯学研
究院口腔機能学講座冠橋

義歯補綴学教室
2,990,000

睡眠時咀嚼筋活動の発現パターン解析に
よる睡眠時無呼吸症候群スクリーニングへ
の挑戦

白井　未來（斎藤）

歯周・歯内療法学教
室

バイオミネラリゼーション法による歯周組織
再生用ナノ材料の創製と応用

Ag/ナノカーボンを用いた抗菌性スキャ
フォールドの開発と歯周組織再生効果

1,300,000
日本学術振興
会

高齢者歯科治療時のリスク改善に効果的
な精神鎮静法の応用方法の確立

竹生　寛恵

多孔質体を形成するエマルション骨ペー
ストの歯周病治療への応用

加藤　昭人 歯周・歯内療法科 1,170,000
日本学術振興
会

400,000
ノーステック財
団

複数のスキャホールドを用いた新規空間
的ドラッグデリバリーシステムの開発

齋藤　恵美子 歯周・歯内療法科 2,080,000
日本学術振興
会

1,430,000
日本学術振興
会

西田　絵利香

1,300,000
日本学術振興
会

歯周・歯内療法科 1,430,000
日本学術振興
会

歯肉縁下支台歯形態の光学印象法への
挑戦-近赤外
光拡散シミュレーションの応用

上田　康夫
北海道大学大学院歯学研
究院口腔機能学講座冠橋

義歯補綴学教室

もみ殻由来ナノバイオシリカを用いた歯周
病治療法の開発

西田　絵利香
歯周・歯内療法学教

室

歯周・歯内療法科
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細胞外小胞miRNAによる腫瘍血管の異常
性獲得メカニズム解明と診断・治療への応
用

鳥居　ちさほ 口腔外科 1,300,000
日本学術振興
会

2,730,000
日本学術振興
会

日本学術振興
会

Sam68を標的とした口腔がんの新たな診
断・治療方法開発に向けた基礎的研究

黒嶋　雄志 口腔内科 1,300,000

幹細胞のニッチに注目した顎骨再建法の
開発

鄭　　漢忠 口腔外科 1,040,00
日本学術振興
会

関節窩内での関節頭位置描出への挑戦
―精度の高い外科的矯正治療を目指し
てー

松下　和裕 口腔外科

口腔内科 1,040,000

福島　久夢 矯正歯科 2,340,000

日本学術振興
会

口腔内科 1,100,000

910,000

日本学術振興
会

日本学術振興
会

日本学術振興
会

歯科矯正学教室

口腔内科

骨格性下顎前突症の原因遺伝子の追求 生野　啓一郎 矯正歯科

エナメル質を保全できる矯正歯科治療-大
気圧低温プラズマと蛍光物質の応用-

日本学術振興
会

中西　康

山方　秀一 歯科矯正学教室

2,340,000
日本学術振興
会

日本学術振興
会

宮腰　昌明 口腔内科 1,820,000
日本学術振興
会

1,950,000
日本学術振興
会

日本学術振興
会

浅香　卓也

佐藤　淳

低酸素誘導因子を標的とした分子イメージ
ング支援新規口腔癌治療戦略の確立にむ
けて

口腔扁平上皮癌におけるDNp53の予後
マーカーとしての応用

吉川　和人 口腔内科 1,040,000

交感神経活動の変化が慢性咀嚼筋障害
の治療効果や筋病理・筋活動に及ぼす影
響

大賀　則孝 口腔内科 910,000

口腔内科

日本学術振興
会

ビスホスホネート関連顎骨壊死に対する高
気圧酸素療法のPETと骨シンチによる評
価

治療抵抗性を反映した革新的分子イメー
ジングに基づく新しい口腔癌治療戦略

口腔癌における腫瘍血管内皮細胞の多様
性解明と新規分子標的薬への応用

BRONJに対する多血小板フィブリンによる
新たな治療戦略の確立

日本学術振興
会

7,670,000

1,300,000

矯正学的持続的機械ストレス環境におけ
るボドプラニン依存性骨再生機能に関する
研究

金井　壮律

乳歯歯髄由来幹細胞による未分化維持機
構の同定

薬剤徐放作用をもつ新規歯科矯正用接着
材の開発

北川　善政

北川　善政

1,690,000

矯正歯科
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日本学術振興
会

日本学術振興
会

978,589

渋谷　真希子

1,300,000

小野　尚子

1,430,000
日本学術振興
会

1,040,000
日本学術振興
会

光学医療診療部 文部科学省
間葉系幹細胞を用いた広範囲内視鏡的
直腸粘膜下層剥離術後狭窄の予防法の
開発

桂田　武彦

光学医療診療部

桂田　武彦 光学医療診療部
抗菌薬3剤併用による難治性潰瘍性大腸
炎の治療

機能獲得型変異TP53による口腔癌の悪
性化進展の機序解析

中澤　誠多朗 高齢者歯科 1,560,000
日本学術振興
会

唾液を用いたフローサイトメトリー解析によ
る難治性口腔疾患の病因解明への挑戦

山崎　裕 高齢者歯科 1,690,000
日本学術振興
会

活性酸素種の制御による腫瘍血管新生阻
害の検討

北條　敬之 歯科麻酔科

脳内ATPaseに対する全身麻酔薬の作用
に関する研究

長谷　由理 歯科麻酔科

1,300,000

「脳の透明化」による神経障害性疼痛発症
メカニズムの解明

詫間　滋 歯科麻酔学教室 650,000

生体モデル膜および培養細胞における全
身麻酔薬の作用部位に関する研究

歯科麻酔学教室 1,300,000

日本学術振興
会

口腔内扁平上皮癌に対するMR顕微鏡の
開発

箕輪 和行
歯学研究科　　　　　　　　
　　　　　(歯科放射線)

日本学術振興
会

日本学術振興
会

がんの進展に伴う腫瘍血管内皮マーカー
の発現ダイナミクスの解明

松田　光平 口腔外科

HuRをターゲットとした分子標的薬の開発
～がんの制御を目指して～

格口　渉 口腔外科 1,430,000
日本学術振興
会

顎口腔領域疾患において喪失された骨の
再生メカニズムの解明

山田　珠希 口腔外科 1,560,000

導電性ナノマテリアルを応用した生体再建
材料の開発

松岡　真琴 口腔外科 390,000
日本学術振興
会

腫瘍血管由来miRNAの同定とがん診断・
治療への応用

佐藤　和代（栗林
和代）

口腔外科 1,300,000
日本学術振興
会

低侵襲化をめざした口唇口蓋裂治療体系
の開発と多施設比較による有効性の検証

三古谷　忠 口腔外科 910,000
日本学術振興
会

がん特異的蛍光プローブの散布による新
規の頭頸部がん検出法の開発

55,800,000
日本医療研究
開発機構研究
費

1,300,000 文部科学省
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オール北海道先進医学・医療拠点形成 佐藤　典宏
臨床研究開発セン

ター
232,640,230

日本医療研究
開発機構

補体因子Properdinのin vivo可視化による
不安定プラーク検出法の開発

久下　裕司 医学研究院 2,000,000
日本医療研究
開発機構

全ゲノムシークエンスを用いた、抗がん剤
／放射線による腫瘍細胞株のゲノム損傷
部位の同定

小野澤　真弘 血液内科 2,500,000
日本医療研究
開発機構

培養条件検討による歯根膜幹細胞特異的
マーカーの同定と、そのマーカーを指標に
した新規歯根膜幹細胞抽出法の開発

武田　宏司
消化器内科

（薬学研究院）
2,500,000

日本医療研究
開発機構

（プロ）レニン受容体をターゲットとした一本
鎖siRNAによる眼炎症性疾患治療薬

神田　敦宏 医学研究院 2,500,000
日本医療研究
開発機構

新規フィロウイルス感染阻害剤の探索 高田　礼人
人獣共通感染症リ
サーチセンター

5,000,000
日本医療研究
開発機構

日本医療研究
開発機構

脳腫瘍の新規遺伝子診断法の開発 西原　広史 がん遺伝子診断部 2,500,000
日本医療研究
開発機構

Cell-based high through-put screeningの
ための腫瘍血管内皮細胞株の樹立

樋田　泰浩 循環器・呼吸器外科 5,000,000

1,560,000

薬剤部 1,170,000
日本学術振興
会

薬剤部 2,210,000

分子標的薬ダサチニブの適正使用推進を
目指した血中濃度測定と遺伝子多型解析
系の確立」（平成28年度科研費奨励研究：
課題番号16H00503）

田澤　佑基 薬剤部 560,000
日本学術振興
会

多施設間でのAUDとDOTによる抗菌薬使
用量調査（平成28年度科研費奨励研究：
課題番号16H00577）

冨山　直樹 薬剤部 540,000
日本学術振興
会

薬剤感受性試験結果に基づく適切な抗
MRSA薬選択による菌血症治療成績向上
への試み」（平成28年度科研費奨励研究：
課題番号16H00572）

鏡　圭介 薬剤部 330,000
日本学術振興
会

口腔総合治療部

日本学術振興
会

生体内でレジン上に歯周組織形成を実
現！～接着治療法の予知性向上を目指し
て～

田中　佐織
日本学術振興
会

抗MRSA薬ダプトマイシンによる骨格筋毒
性回避のための基盤研究(科研費基盤C：
平成28年度―30年度：課題番号
16K08901)
PD-ECGFを標的とした腫瘍イメージング：
I-123標識体の製造システムの開発(科研
費基盤C：平成26年度―28年度：研究課
題/領域番号 26461782）

西嶋　剣一

非ステロイド性抗炎症薬によるシスプラチ
ン誘発性腎障害の悪化機序明（平成28年
度科研費奨励研究：課題番号16H00487）

齋藤　佳敬

山田　武宏

570,000
日本学術振興
会

クロザピン誘発性流涎症の発現機序およ
びリスク因子解明を目的とした研究」（平成
28年度科研費奨励研究：課題番号
16H00509）

石川　修平 薬剤部 570,000
日本学術振興
会

薬剤部
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小児期発症遺伝性間質性肺疾患（HILD）
の病態解明（分担）

長　和俊 周産母子センター 800,000
日本医療研究
開発機構研究
費

単心室循環症候群の治療管理の質を高
めるための研究（分担）

武田　充人 小児科 520,000
日本医療研究
開発機構研究
費

難治性神経芽腫に対するIL2、CSF併用
ch14.18免疫療法の国内臨床開発（分担）

井口　晶裕 小児科 2,000,000
日本医療研究
開発機構研究
費

特発性大腿骨頭壊死症の治療法の確立と
革新的予防法開発にむけた全国学際研
究（分担）

高橋　大介 整形外科 1,500,000
日本医療研究
開発機構研究
費

内転型痙攣性発声障害に対するチタンブ
リッジを用いた甲状軟骨形成術2型の効果
に関する研究（分担）

畠山　博充 耳鼻咽喉科 1,430,000
日本医療研究
開発機構研究
費

超軟質精密心臓レプリカの作成による心
臓外科手術トレーニングと個別化医療の
確立に向けた研究（分担）

武田　充人 小児科 400,000
日本医療研究
開発機構研究
費

小児科 400,000
日本医療研究
開発機構研究
費

頭頸部腫瘍に対する強度変調放射線治
療の確立と標準化のための臨床研究（分
担）

土屋　和彦 放射線治療科 500,000
日本医療研究
開発機構研究
費

進行膵臓がんを対象とした複合型CTLワク
チン療法第２相試験（分担）

杉田　修
臨床研究開発セン

ター
1,183,627

日本医療研究
開発機構研究
費

治験の実施に関する研究［ブレンツキシマ
ブベドチン］（分担）

井口　晶裕

微粒子腫瘍マーカとリアルタイム３次元透
視を融合した次世代高精度粒子線治療技
術の開発

白土　博樹 放射線医学分野 98,876,299
日本医療研究
開発機構研究
費

臨床研究品質確保体制整備事業／信頼
される臨床研究－北海道から世界へ－

佐藤　典宏
臨床研究開発セン

ター
102,223,644

日本医療研究
開発機構

能動的スキャンニング陽子線治療の臨床
でのＰＯＣの取得と陽子線治療の保険収
載

白土　博樹 放射線医学分野 65,620,000
日本医療研究
開発機構

羊膜由来間葉系幹細胞の再生医療製品
化と急性GVHDに対する治療応用

大西　俊介 消化器内科 43,190,600
日本医療研究
開発機構

椎間板再生治療における組織修復材の開
発

須藤　英毅 整形外科 37,822,000
日本医療研究
開発機構

鈴木　利治 薬学研究院 41,000,000
日本医療研究
開発機構

[18F]DiFAによる革新的がん診断PET低
酸素イメージングシステム（分担）

佐藤　典宏
臨床研究開発セン

ター
984,000

日本医療研究
開発機構研究
費

脳内新規ペプチドを用いたアルツハイ
マー病治療薬の開発
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非小細胞肺癌手術適応症例に対する周
術期hANP投与の多施設共同ランダム化
第Ⅱ相比較試験（分担）

西原　広史 がん遺伝子診断部 13,000,000
日本医療研究
開発機構

国内完結型がんクリニカルシークエンスの
社会実装と統合データベース構築および
ゲノム医療人材育成に関する研究開発
（分担）

西原　広史 がん遺伝子診断部 18,850,000
日本医療研究
開発機構

ミトコンドリア病診療の質を高める、レジスト
リシステムの構築、診断基準・診療ガイドラ
インの策定および診療システムの整備を行
う臨床研究（分担）

武田　充人 小児科 600,000
日本医療研究
開発機構研究
費

肝炎ウイルスの感染複製増殖と病原性発
現を阻止するための基盤的研究（分担）

森川　賢一 消化器内科 2,000,000
日本医療研究
開発機構研究
費

がんゲノム個別化医療の実現に向けた遺
伝子診断共通カリキュラム構築と教育・研
修プログラムの実証的開発研究（分担）

秋田　弘俊 腫瘍内科 4,000,100
日本医療研究
開発機構研究
費

学連携全国がんゲノムスクリーニング
(SCRUM-Japan)患者レジストリを活用した 
HER2陽性の切除不能・再発大腸がんを対
象にした医師主導治験（分担）

小松　嘉人 消化器内科 1,300,000
日本医療研究
開発機構研究
費

産学連携全国がんゲノムスクリーニング事
業SCRUM-Japanで組織した遺伝子スク
リーニング基盤を利用した、多施設多職種
専門家から構成されたExpert Panelによる
全国共通遺伝子解析・診断システムの構
築および研修プログラムの開発（分担）

結城　敏志 消化器内科 3,900,000
日本医療研究
開発機構研究
費

眼部腫瘍の全国症例登録システムの構築
に関する研究（分担）

加瀬　諭 眼科 1,300,000
日本医療研究
開発機構研究
費

ゲノム網羅的解析によるＢ型肝炎ウイルス
感染の病態関遺伝子の同定と新規診断法
の開発（分担）

小川　浩司 消化器内科 1,300,000
日本医療研究
開発機構研究
費

間脳下垂体機能障害に関する長期予後
調査研究（分担）

清水　力 検査・輸血部 400,000
日本医療研究
開発機構研究
費

B型肝炎に対するHBs抗原陰性化を目指
した診療指針の開発（分担）

荘　拓也 消化器内科 800,000
日本医療研究
開発機構研究
費

造血幹細胞移植後の貪食細胞システムの
再構築

橋本　大吾 血液内科 1,820,000
日本学術振興
会

船越　忠直 整形外科 1,690,000
日本学術振興
会

ダイオキシン受容体リガンド依存性のアン
ドロゲン受容体分解を介した前立腺癌制
御

丸山　覚 泌尿器科 1,040,000
日本学術振興
会

超高分子量ヒアルロン酸の関節軟骨マトリ
クスに与える影響の機序の解明と制御

ユビキチン化酵素を標的とした去勢抵抗
性前立腺癌の治療法開発

宮島　直人 泌尿器科 1,040,000
日本学術振興
会
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腫瘍血管特異的マーカーを標的とした次
世代肺癌治療の開発

樋田　泰浩 循環器・呼吸器外科 5,590,000
日本学術振興
会

日本学術振興
会

小林　正紀 薬剤部 1,820,000
日本学術振興
会

好酸球性副鼻腔炎におけるNKT細胞の役
割と新しい治療戦略

高木　大 耳鼻咽喉科 1,300,000

Imaging技術を基盤としたミトコンドリア心筋
症の診断法・新診断基準の確立

武田　充人 小児科 1,560,000
日本学術振興
会

MCTの機能・発現阻害に基づいたがん細
胞の転移・浸潤の抑制効果の検証

自己免疫性疾患患者に発生するリンパ増
殖性疾患の病態解明と治療効果予測因子
の同定

畑中　佳奈子 病理診断科 1,560,000
日本学術振興
会

RHOシグナル経路制御分子群を用いた新
規の膵癌分子診断法および標的治療法
の開発

三橋　智子 病理診断科 1,560,000
日本学術振興
会

手掌腱膜における線維化制御機構の解明 松井　雄一郎 整形外科 1,690,000
日本学術振興
会

高機能化カーボンナノホーンを応用した新
たなGBR法の開発

小松原　浩実 義歯補綴科 2,340,000
日本学術振興
会

ビスフォスフォネート製剤の骨芽細胞・骨
細胞への直接作用－BRONJと糖尿

坪井　香奈子 口腔内科 1,300,000
日本学術振興
会

厚生労働省

先端的がん医療実施のための地域完結型
病理診断および臨床・病理連携ネットワー
クの構築（分担）

畑中　豊 病理診断科 1,400,000 厚生労働省

陽子線治療患者の全例登録実施状況調
査と施設訪問調査研究（分担）

佐藤　典宏
臨床研究開発セン

ター
1,985,000 厚生労働省

非加熱血液凝固因子製剤によるHIV感染
血友病等患者の長期療養体制の構築に
関する患者参加型研究（分担）

遠藤　知之 血液内科 1,000,000

小児がん拠点病院を軸とした小児がん医
療提供体制のあり方に関する研究（分担）

井口　晶裕 小児科 470,000 厚生労働省

嶋村　剛 臓器移植医療部 500,000 厚生労働省

　計　302件　

血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者
の肝移植に関する研究（分担）

ベーチェット病に関する調査研究（分担） 南場　研一 眼科 400,000 厚生労働省
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発表者氏名
筆頭著者の
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題名

雑誌名・
出版年月等

Ishiguro N, Oyamada 
R, Nasuhara Y, et al.

感染制御部
Three-day regimen of oseltamivir for postexposure prophylaxis of 

influenza in wards
J Hosp Infect

2016 Oct;94(2):150-3

Atsumi T, Tanaka Y, 
Yamamoto K, et al.

内科II
Clinical benefit of 1-year certolizumab pegol (CZP) add-on 
therapy to methotrexate treatment in patients with early 

rheumatoid arthritis was observed following CZP discontinuation: 

Ann Rheum Dis
 2017 Feb 2（オンライン）

Yasuda S, Shimizu Y 
Atsumi T.

内科II
Brain MRI abnormalities defined as risks for poor prognosis in 
lupus patients with acute confusional state: Are they antibody 

mediated?

Mod Rheumatol
2017 Mar;27(2):191-192

Yasuda S. 内科II
Antiphospholipid Antibodies as a Thrombotic Risk Factor in 

Connective Tissue Diseases and Idiopathic/immune 
Thrombocytopenic Purpura--Proposal for Altered Cut-off values 

Intern Med
2016;55(6):557-8.

Yasuda S, Ohmura K, 
Kanazawa H, et al.

内科II
Maintenance Treatment using Abatacept with Dose Reduction 

after Achievement of Low Disease Activity in Patients with 
Rheumatoid Arthritis (MATADOR) – A prospective, multicenter, 

Mod Rheumatol
2017 Feb 2:1-20.

Amengual O, 
Forastiero R, 

Sugiura-Ogasawara 
内科II

Evaluation of phosphatidylserine-dependent antiprothrombin 
antibody testing for the diagnosis of antiphospholipid syndrome: 

results of an international multicentre study.

Lupus
2017 Mar;26(3):266-276.

Oku K, Amengual O, 
Hisada R, et al.

内科II
Autoantibodies against a complement component 1q 

subcomponent contribute to complement activation and 
recurrent thrombosis/pregnancy morbidity in anti-phospholipid 

Rheumatology (Oxford)
2016 Aug;55(8):1403-11.

Oku K, Amengual O, 
Kato M, et al.

内科II
Significance of fully automated tests for the diagnosis of 

antiphospholipid syndrome.
Thromb Res

 2016 Oct;146:1-6.

Oku K, Nakamura H, 
Kono M, et al.

内科II Complement and thrombosis in the antiphospholipid syndrome.
Autoimmun Rev

2016 Oct;15(10):1001-4.

Otomo K, Amengual 
O, Fujieda Y, et al.

内科II
Role of apolipoprotein B100 and oxidized low-density lipoprotein 
in the monocyte tissue factor induction mediated by anti-beta2 

glycoprotein I antibodies.

Lupus
2016 Oct;25(12):1288-98.

Kato M, Atsumi T. 内科II
Reactivation of occult hepatitis B virus infection in patients with 

rheumatic diseases: pathogenesis, risk assessment and 
prevention.

Rheumatol Int
2016 May;36(5):635-41.

Kato M, Ospelt C, 
Kolling C, et al.

内科II
AAA-ATPase p97 suppresses apoptotic and autophagy-

associated cell death in rheumatoid arthritis synovial fibroblasts.
Oncotarget

2016 Sep 27;7(39):64221-64232.

Fujieda Y, Amengual 
O, Matsumoto M,  et 

al.
内科II

Ribophorin II is involved in the tissue factor expression mediated 
by phosphatidylserine-dependent antiprothrombin antibody on 

monocytes.

Rheumatology (Oxford)
2016 Jun;55(6):1117-26.

Karino K, Kono 
Michihito.

内科II
HLA-B52-positive Aortitis with Antineutrophil Cytoplasmic 

Antibody-associated Vasculitis.
Intern Med

2016;55(23):3545.

Kono Michihito, 
Kamishima T, Yasuda 

S, et al.
内科II

Effectiveness of whole-body magnetic resonance imaging for the 
efficacy of biologic anti-rheumatic drugs in patients with 

rheumatoid arthritis: A retrospective pilot study.

Mod Rheumatol
2017 Feb 1:1-8.

Kanda M, Yamanaka 
H, Kojo S, et al.

内科II
Transcriptional regulator Bhlhe40 works as a cofactor of T-bet in 

the regulation of IFN-γ production in iNKT cells.
Proc Natl Acad Sci U S A

2016 Jun 14;113(24):E3394-402.

Shimizu Y, Yasuda S, 
Kako Y,  et al.

内科II
Post-steroid neuropsychiatric manifestations are significantly 

more frequent in SLE compared with other systemic autoimmune 
diseases and predict better prognosis compared with de novo 

Autoimmun Rev
2016 Aug;15(8):786-94.

Noguchi A, Kato M, 
Kono M, et al.

内科II
Bi-ventricular interplay in patients with systemic sclerosis-

associated pulmonary arterial hypertension: Detection by cardiac 
magnetic resonance.

Mod Rheumatol
2017 May;27(3):481-488.

Nakamura H, Odani 
T, Shimizu Y, et al.

内科II
Usefulness of tacrolimus for refractory adult-onset still's disease: 

Report of six cases.
Mod Rheumatol

2016 Nov;26(6):963-967.

Nakamura H, Shibata 
Y, Takeda T.

内科II
Sternoclavicular Joint Swelling in a Patient with Rheumatoid 

Arthritis.
J Rheumatol

2016 Nov;43(11):2074-2075.

Nakamura H, 
Amengual O, Horita 

T, et al.
内科II Acute aortic thrombosis related to antiphospholipid antibodies.

Lupus
2016 Nov 16.（オンライン）

Nakamura H, Sugai T, 
Kato M, et al.

内科II
Subcutaneous panniculitis-like T-cell lymphoma with 

haemophagocytic syndrome during tocilizumab therapy for 
juvenile idiopathic arthritis.

Clin Exp Rheumatol
2017 Jan-Feb;35(1):174.

Sugawara E, Kato M, 
Sato T, et al.

内科II
Diversity of Borderline Pulmonary Arterial Pressure Associated 

with Systemic Sclerosis: 3 Case series.

Mod Rheumatol Case Rep
2016 Dec; 1(1):9–14.（オンライ

ン）

Sugawara E, Kato M, 
Hisada R, et al.

内科II
Treatment of Vasodilator-resistant Mixed Connective Tissue 

Disease-associated Pulmonary Arterial Hypertension with 
Glucocorticoid and Cyclophosphamide.

Intern Med
2017 Feb 15.（オンライン）

Kono M, Yasuda S, 
Atsumi T.

内科II Takayasu Arteritis with Varied-size Vessel Involvement.
J Rheumatol

2017 Jan;44(1):125-126.

Shida H, Nakazawa D, 
Tateyama Y, et al.

内科II
The Presence of Anti-Lactoferrin Antibodies in a Subgroup of 

Eosinophilic Granulomatosis with Polyangiitis Patients and Their 
Possible Contribution to Enhancement of Neutrophil 

Front Immunol
2016 Dec 23;7:636.

Nakamura A, Iwami 
D, Miyoshi H, et al.

内科II
Impact of renal transplantation on glucose tolerance in Japanese 

recipients with impaired glucose tolerance.
Diabetic Med

 2016 Oct 7.（オンライン）

Nakamura A, 
Mitsuhashi T, Takano 

Y, et al.
内科II

Usefulness of the octreotide test in Japanese patients for 
predicting the presence/absence of somatostatin receptor 2 

expression in insulinomas.

Endocr J
2016;63(2):135-42.
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Cho KY, Miyoshi H, 
Nakamura A, et al.

内科II
Hyponatremia can be a powerful predictor of the development of 
isolated ACTH deficiency associated with nivolumab treatment

Endocr J
2017 Feb 27;64(2):235-236.

Nomoto H, Miyoshi 
H, Furumoto T,  et 

al.
内科II

A Randomized Controlled Trial Comparing the Effects of 
Sitagliptin and Glimepiride on Endothelial Function and 

Metabolic Parameters: Sapporo Athero-Incretin Study 1 (SAIS1).

PLoS One
 2016 Oct 6;11(10)

Nomoto H, Kimachi 
K, Miyoshi H, et al.

内科II
Effects of 50 mg vildagliptin twice daily vs. 50 mg sitagliptin once 
daily on blood glucose fluctuations evaluated by long-term self-

monitoring of blood glucose.

Endocr J
2017 Mar 3（オンライン）

Nomoto H, Miyoshi 
H, Nakamura A, et al.

内科II Do DPP-4 inhibitors improve endothelial cell function?
Currn Tren Cardiol
2017;1(1):12-14.

Yamamoto C, Miyoshi 
H, Fujiwara Y, et al.

内科II
Degludec is superior to glargine in terms of daily glycemic 

variability in people with type 1 diabetes mellitus.
Endocr J

2016;63(1):53-60.

Yamamoto C, Miyoshi 
H, Ono K, et al.

内科II
Ipragliflozin effectively reduced visceral fat in Japanese patients 

with type 2 diabetes under adequate diet therapy.
Endocr J

2016 Jun 30;63(6):589-96.

Miyoshi A, Yamada 
M, Shida H, et al.

内科II
Circulating Neutrophil Extracellular Trap Levels in Well-

Controlled Type 2 Diabetes and Pathway Involved in Their 
Formation Induced by High-Dose Glucose.

Pathobiology
2016;83(5):243-51.

Koyanagawa N, 
Miyoshi H, Ono K, et 

al.
内科II

Comparative effects of vildagliptin and sitagliptin determined by 
continuous glucose monitoring in patients with type 2 diabetes 

mellitus.

Endocr J
2016 Aug 31;63(8):747-53.

Takase T, Nakamura 
A, Miyoshi H, et al.

内科II
Amelioration of fatty liver index in patients with type 2 diabetes 

on ipragliflozin: an association with glucose-lowering effects.
Endocr J

2017 Mar 31;64(3):363-367.

Takahashi K, 
Nakamura A, Miyoshi 

H, et al.
内科II

Factors associated with an inadequate hypoglycemia in the 
insulin tolerance test in Japanese patients with suspected or 

proven hypopituitarism.

Endocr J
2017 Mar 3.（オンライン）

Yamamoto J, Nishio 
S, Hattanda F, et al.

内科II
Branched-chain amino acids enhance cyst development in 

autosomal dominant polycystic kidney disease.
Kidney Int

2017 Mar 22.（オンライン）

Kusunoki Y, 
Nakazawa D, Shida H, 

et al.
内科II

Peptidylarginine Deiminase Inhibitor Suppresses Neutrophil 
Extracellular Trap Formation and MPO-ANCA Production.

Front Immunol
 2016 Jun 8;7:227.

Masuda S, Nakazawa 
D, Shida H, et al.

内科II
NETosis markers: Quest for specific, objective, and quantitative 

markers.
Clin Chim Acta

 2016 Aug 1;459:89-93.

Shida H, Nakazawa D, 
Tateyama Y, et al.

内科II
The Presence of Anti-Lactoferrin Antibodies in a Subgroup of 

Eosinophilic Granulomatosis with Polyangiitis Patients and Their 
Possible Contribution to Enhancement of Neutrophil 

Front Immunol
2016 Dec 23;7:636.

Ikezawa Y, 
Sakakibara-Konishi J, 

Mizugaki H, et al.
内科Ⅰ

Inhibition of Notch and HIF enhances the antitumor effect of 
radiation in Notch expressing lung cancer.

Int J Clin Oncol
2017 Feb;22(1):59-69.

Ikezawa Y, Shinagawa 
N, Sukoh N, et al.

内科Ⅰ
Usefulness of Endobronchial Ultrasonography With a Guide 

Sheath and Virtual Bronchoscopic Navigation for Ground-Glass 
Opacity Lesions.

Ann Thorac Surg
2017 Feb;103(2):470-475.

Kimura H, Konno S, 
Nakamaru Y, et al.

内科Ⅰ
Sinus Computed Tomographic Findings in Adult Smokers and 

Nonsmokers with Asthma. Analysis of Clinical Indices and 
Biomarkers.

Ann Thorac Surg
2017 Mar;14(3):332-341.

Kitai H, Ebi H, 
Tomida S, et al.

内科Ⅰ
Epithelial-to-Mesenchymal Transition Defines Feedback 

Activation of Receptor Tyrosine Kinase Signaling Induced by 
MEK Inhibition in KRAS-Mutant Lung Cancer

Cancer Discov
2016 Jul;6(7):754-69.

Mizugaki H, 
Yamamoto N, 

Murakami H, et al.
内科Ⅰ

Phase I dose-finding study of monotherapy with atezolizumab, an 
engineered immunoglobulin monoclonal antibody targeting PD-

L1, in Japanese patients with advanced solid tumors

Invest New Drugs
2016 Oct;34(5):596-603.

Ohira H, Birnie DH, 
Pena E, et al.

内科Ⅰ
Comparison of (18)F-fluorodeoxyglucose positron emission 

tomography (FDG PET) and cardiac magnetic resonance (CMR) 
in corticosteroid-naive patients with conduction system disease 

Eur J Nucl Med Mol Imaging
2016 Feb;43(2):259-69.

Sato T, Tsujino I, 
Sugimoto A, et al.

内科Ⅰ
The effects of pulmonary vasodilating agents on right ventricular 

parameters in severe group 3 pulmonary hypertension: a pilot 
study.

Pulm Circ
 2016 Dec;6(4):524-531.

Shimizu K, Seto R, 
Makita H, et al.

内科Ⅰ
Computed tomography (CT)-assessed bronchodilation induced 

by inhaled indacaterol and glycopyrronium/indacaterol in COPD.
Respir Med

2016 Oct;119:70-77.

Suzuki M, Makita H, 
Konno S, et al.

内科Ⅰ
Asthma-like features and clinical course of chronic obstructive 

pulmonary disease. An analysis from the Hokkaido COPD cohort 
study

Am J Respir Crit Care Med,
2016 Dec 1;194(11):1358-1365.

Takashina T, 
Kinoshita I, Kikuchi J, 

et al.
内科Ⅰ

Combined inhibition of EZH2 and histone　deacetylases as a 
potential epigenetic therapy for non-small cell lung cancer cells"

Cancer Sci
2016 Jul;107(7):955-62.

Masaharu Nishimura 内科Ⅰ Similarities and differences between East and West in COPD.
Respirology

2016 Nov;21(8):1340-1341.

Taketomi A. 消化器外科Ⅰ
Clinical trials of antiangiogenic therapy for hepatocellular 

carcinoma.
Int J Clin Oncol.

2016 Apr;21(2):213-218.

Taketomi A. 消化器外科Ⅰ
Development and future directions of antiangiogenic therapy in 

hepatocellular carcinoma.
Int J Clin Oncol.

2016 Apr;21(2):205.

Fukai M，Kobayashi 
N，Ishikawa T，et al.

消化器外科Ⅰ
14-3-3ζ-mediated stimulation of oxidative phosphorylation 
exacerbates oxidative damage under hypothermic oxygenated 

conditions in human renal tubular cells (HK-2).

Transplant Proc
2016 May;48(4):1288-91.

Tsuruga Y，Kamiyama 
T，Kamachi H，et al.

消化器外科Ⅰ
Significance of functional hepatic resection rate calculated using 
3D CT/(99m)Tc-galactosyl human serum albumin single-photon 

emission computed tomography fusion imaging.

World J Gastroenterol
2016 Apr 22;116(16)

Einama T，Kawamata 
F，Kamachi H，et al.

消化器外科Ⅰ
Clinical impacts of mesothelin expression in gastrointestinal 

carcinomas.

World Journal of Gastrointestinal 
Pathophysiology. 

 2016 May 15;7(2):218-22. 

Honda S，Minato M，
Suzuki H，et al.

消化器外科Ⅰ
Clinical prognostic value of DNA methylation in hepatoblastoma: 

Four novel tumor suppressor candidates.
Cancer Sci

2016 Jun;107(6):812-9.

Shibasaki S，Homma 
S，Yosida T，et al.

消化器外科Ⅰ
Epidermal Sutureless Closure of the Umbilical Base Following 

Laparoscopic Colectomy for Colon Cancer.
Indian J Surg

2016 Jun;78(3):203-8.
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　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断される主なものを記入すること。

　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じること。



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 ○有 ・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 ○有 ・無 

・ 手順書の主な内容 

 北海道大学病院で実施される臨床研究が「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に適

合して運用されるために「北海道大学病院における臨床研究の取扱いに関する指針」を整備し

、臨床研究の分類と担当する委員会、審査に関する手順を定めている。手順書では総則、総長

の責務等、病院長の責務等、自主臨床研究審査委員会の責務等、自主臨床研究責任者の責務等、

自主臨床研究事務局、個人情報等、研究に係る試料及び情報等の保管の8章72条の手順を規定して

いる。 

 研究責任者は、該当する審査委員会に審査を受けるための申請を行うこととし、研究者がい

ずれの審査を受けるべきか判断に苦慮する場合は、本院自主臨床研究委員会事務局へ問い合わ

せることとなっている。 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年12回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

○有 ・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 ○有 ・無 

・規定の主な内容 

「北海道大学病院における臨床研究に係る利益相反マネジメント内規」及び「北海道大学病院

における臨床研究に係る利益相反ポリシー」を整備し、本院において実施する臨床研究に係る

利益相反の適切な管理、審査及び指導等について必要な事項を定めている。 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年１回 

 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年24回 

 ・研修の主な内容 

◯主に研究者を対象とする「臨床研究に関する研修会」として ８回 開催 

（内容）モニタリング、倫理指針、医薬品アクセス制度、First in Human試験に必要な安全性

、臨床試験データの信頼性確保、リスク・ベネフィット評価、生物統計、交絡調整の



方法等をテーマに開催した。 

○主に臨床研究支援者を対象とする「臨床研究開発センター研修」として １６回 開催 

（内容）EDCシステムのCSV活動、プロジェクトチーム形成とチーム開発、MedDRA/Jコーディン

グ、プロジェクトのタイム・マネジメント 等をテーマに開催した。 

 

(注）前年度の実績を記載すること。 



(様式第 4)  

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

当院は北海道の「最後の砦病院」として高度先進医療を実践するとともに、医育大学として初

期臨床研修医のほか、各領域の後期研修医（専攻医）や専門医・指導医資格取得者、さらに国外

の医師免許取得者（臨床修練医）に対する高度医療技術の維持・習得を目指し、様々な研修を行

っています。教育資源としては、大学病院に特有の稀少症例や難治症例に加えて、北海道内の関

連病院と連携して多様な臨床経験ができる様、各領域で研修体制を整備しています。このような

体制のもと、全人的な診療能力を有する専門医を育成するとともに、リサーチマインドを涵養す

るため、大学院での研究活動を推奨し、新たな診断治療法の開発をすすめています。 

 

平成30年度から新専門医制度が導入されますが、当院では総合診療科を除く18の基本領域にお

いて基幹施設として研修専門委員会を設置し、専門医制度整備指針に則って専門研修プログラム

を取りまとめました。初期臨床研修修了後は、各科専門研修プログラムに沿って、当院および研

修連携施設において臨床研修を行なって所定の修了要件を満たしますと、各基本領域の専門医資

格試験を受験することが可能になります。尚、専門研修プログラムは、女性医師など専攻医の多

彩な背景やニーズを考慮して多様な研修が行える様、配慮されています。 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数           636人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

西村 正治 内科Ⅰ 特任教授 40 年 内科 

有賀 正 小児科 特任教授 39 年 小児科 

清水 宏 皮膚科 教授 38 年 皮膚科 

久住 一郎 精神科神経科 教授 33 年 精神科 

松居 喜郎 循環器・呼吸器外科 教授 37 年 外科 

岩﨑 倫政 整形外科 教授 29 年 整形外科 

櫻木 範明 婦人科 客員教授 41 年 産婦人科 

石田 晋 眼科 教授 27 年 眼科 

本間 明宏 耳鼻咽喉科 准教授 28 年 耳鼻咽喉科 

篠原 信雄 泌尿器科 教授 33 年 泌尿器科 

寳金 清博 脳神経外科 教授 38 年 脳神経外科 

白土 博樹 放射線治療科 教授 36 年 放射線科 

森本 裕二 麻酔科 教授 31 年 麻酔科 

松野 吉宏 病理診断科 教授 32 年 病理 

清水 力 検査・輸血部 准教授 32 年 臨床検査 

丸藤 哲 先進急性期医療セン

ター 特任教授 39 年 救急 

山本 有平 形成外科 教授 33 年 形成外科 

生駒 一憲 リハビリテーション

科 教授 34 年 リハビリテーション 

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4)  

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

①  医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・別紙のとおり 

  

  

 

②  業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・別紙のとおり 

 ・ 

 ・ 

 

③  他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・該当なし 

 ・ 

 ・ 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



1　医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況 別紙

研　修　名　等 目　的　等

1 除細動器 医療機器の安全使用のための研修 年2回 延べ57名

2 保育器 医療機器の安全使用のための研修 年2回 延べ61名

3 ベネット980 医療機器の安全使用のための研修 年1回 5名

4 植込型補助人工心臓　Heart MateⅡ 医療機器の安全使用のための研修 年1回 5名

5 シリンジポンプ，輸液ポンプ講習 医療機器の安全使用のための研修 年2回 延べ43名

6 透析液について 医療機器の安全使用のための研修 年1回 22名

7 低圧持続吸引器 医療機器の安全使用のための研修 年1回 15名

8 VN500 医療機器の安全使用のための研修 年2回 延べ27名

9 麻酔器について 医療機器の安全使用のための研修 年1回 10名

10 血液浄化療法 医療機器の安全使用のための研修 年1回 34名

11 人工心肺　HAS-CFP 医療機器の安全使用のための研修 年2回 延べ13名

12 除細動装置 医療機器の安全使用のための研修 年1回 14名

13 ヘルメット型マスクCastarR 医療機器の安全使用のための研修 年1回 8名

14 V60 医療機器の安全使用のための研修 年1回 10名

15 サーボi 医療機器の安全使用のための研修 年3回 延べ14名

16 クリアサイト(非侵襲心拍出量測定装置) 医療機器の安全使用のための研修 年1回 11名

17 植込み型心臓モニタ 医療機器の安全使用のための研修 年1回 11名

18 ベネット980,840 医療機器の安全使用のための研修 年2回 延べ17名

19 透析膜 医療機器の安全使用のための研修 年1回 10名

20 人工呼吸器実際（CEラウンド点検対策） 医療機器の安全使用のための研修 年1回 11名

21 ラウンド点検（CEラウンド点検対策） 医療機器の安全使用のための研修 年1回 9名

22 IABP,PCPSの原理と実際 医療機器の安全使用のための研修 年1回 13名

23 ベネット980,V60（CEラウンド点検対策） 医療機器の安全使用のための研修 年1回 7名

24 Cellsprba 医療機器の安全使用のための研修 年1回 3名

25 気管気切チューブ，気管吸引，豚肺ウェットラボ 医療機器の安全使用のための研修 年1回 18名

26 IABPのバルーンについて 医療機器の安全使用のための研修 年1回 9名

27 Airvo2（ネーザルハイフロー） 医療機器の安全使用のための研修 年1回 13名

28 IABP，PCPS 医療機器の安全使用のための研修 年1回 14名

29 人工呼吸器 医療機器の安全使用のための研修 年3回 延べ27名

30 人工呼吸器（サーボi） 医療機器の安全使用のための研修 年2回 延べ19名

31 V60　ハンズオントレーニング 医療機器の安全使用のための研修 年1回 11名

NO
主　な　内　容

日　程 参加人数



32 人工血管 医療機器の安全使用のための研修 年2回 延べ15名

33 HAS　HAS-T-1，HPM-2 医療機器の安全使用のための研修 年1回 8名

34 植え込み型補助人工心臓HeartMateII 医療機器の安全使用のための研修 年1回 18名

35 RotaFlow遠心ポンプシステム 医療機器の安全使用のための研修 年1回 9名

36 トラックケア 医療機器の安全使用のための研修 年1回 11名

37 自己血回収装置CATSmart 医療機器の安全使用のための研修 年1回 3名

38 キャピオックスEBS 医療機器の安全使用のための研修 年1回 10名

39 超音波ガイド下穿刺講習会　Veneu 医療機器の安全使用のための研修 年1回 11名

40 血液ガス分析装置ABL800 医療機器の安全使用のための研修 年1回 8名

41 Airseal.iF.S Inteligent Flow System 医療機器の安全使用のための研修 年1回 7名

42 ハプトグロビン，アルブミン製剤 医療機器の安全使用のための研修 年1回 9名

43 VN-500 医療機器の安全使用のための研修 年1回 10名

44 心電計　ECG2550 医療機器の安全使用のための研修 年1回 12名

45 医療技術部研修会「医療従事者が知っておきたい滅菌・消毒の役割」 感染対策に関する研修会 年1回 78名

46 医療技術部研修会「熊本地震での北大DMAT派遣報告」 チーム医療推進のための職種間連携に関する研修会 年1回 65名

47 医療技術部研修会「各部署見学（検査部門）」1回目 チーム医療推進のための職種間連携に関する研修会 年1回 39名

48 医療技術部研修会「各部署見学（検査部門）」2回目 チーム医療推進のための職種間連携に関する研修会 年1回 45名

49 医療技術部研修会「身近にある倫理問題を考えよう　～倫理の基礎知識と倫理検討～」 倫理に関する研修会 年1回 91名

50 平成28年度救急シミューレーション（歯科診療センター第５診療室） 患者急変時の対応訓練 年1回 66名

51 平成28年度日本補綴歯科学会 東北・北海道支部 学術大会　市民ファーラム
生活の質の向上・健康年齢の延長に貢献することを国民
に
周知させる

年1回 52名

52 北海道大学歯学部第二補綴学教室同門会学術講演会 最新の技術と歯科材料について理解を深める 年2回 延べ89名

56  医事課所属事務補助員（新規採用者）院内感染対策研修「感染制御の基本と 北大病院の感染管理」 新任職員に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 23名

57 初任職員研修　「院内感染予防」 新任職員に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 156名

58 新任事務職員研修　「病院事務職員の感染対策」 新任職員に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 50名

59 新規感染対策マネジャー講習会　「感染対策マネージャーの役割」
北海道大学病院院内感染対策指針と感染対策マネー
ジャーの役割

年2回 10名

60   感染制御部・医療安全管理部合同講演会「2015年度のインシデントを振り返って」「2015年度の感染症とその対策を振り返って」
1．ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄを振り返り、医療安全に関する理解を深める
2．感染制御のための対策を理解する

年3回 1,417名

61   感染制御部・医療安全管理部合同講演会「Bacillus cereus菌血症とその対策」「現場の保全・事実経過の記録」 職員に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 518名

62  院内感染対策講演会「感染性胃腸炎とインフルエンザについて」 職員に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 163名

63 看護助手研修

チーム医療における看護助手の役割を理解し、実践でき
る
感染について基礎知識を学び、感染予防策を実践する
救命救急処置の基本を理解する

年4回 137名

64  専門領域別看護師研修会「標準予防策について」 職員に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 36名

65  専門領域別看護師研修会「感染経路別予防策」 職員に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 21名

66   専門領域別看護師研修会「血管内留置カテーテル管理」「尿道留置カテーテル管理」 職員に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 29名

67 医事課所属事務補助員研修 10月採用の医事課職員に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 15名



68 職場復帰プログラム
育児休業者が最近の医療・看護の動向を理解し、実践を
学ぶことで円滑に職場復帰ができるように支援する

年1回 29名

69  院内学級（小・中学校生徒及び教諭）感染対策講習会「院内感染予防」「手洗い講習」 院内学級生徒及び教諭に対して，必要な基礎知識を付与 年3回 38名

70 看護部初任職員研修
看護部理念・看護者の責務・組織運営・人材育成・看護
業務について理解する

年1回 125名

71 看護助手研修（初任職員研修）
看護部理念・看護者の責務・組織運営・人材育成・看護
助手業務について理解する

年1回 10名

72 看護部初任職員研修（メンタルヘルス研修・中央部門研修）
自部署と関連する中央部門の役割および場を理解するメ
ンタルヘルスサポ―トを実践できるための知識を得る

年1回 125名

73 医療情報 医療情報システムについて理解する 年3回 125名

74 病院初任職員研修
本院職員としての心構えと必要な知識を身につけ、医療
職員としての責任ある行動がとれる

年2回 125名

75 新卒者看護技術研修(採血・口腔ケア）
看護技術を安全・安楽に提供できるために、必要な基本
的態度、知識、技術を演習で学ぶ

年1回 117名

76 臨地実習担当者研修 基礎教育の理解を深め、臨地実習担当者の役割がわかる 年1回 35名

77 新卒者看護技術研修(注射・ﾎﾟﾝﾌﾟ）
看護施術を安全・安楽に提供できるために、必要な基本
的態度、知識、技術を演習で学ぶ

年1回 119名

78 看護研究Ⅱ  看護研究のプロセスを学び、研究計画書が立案できる 年1回 7名

79 リーダー研修Ⅰ　　
看護チームにおけるリーダーの役割を理解し、リーダー
シップを発揮できる

年2回 49名

80 リーダー研修Ⅱ
問題解決能力を高め、チーム医療の中でリーダーシップ
を発揮できる

年3回 20名

81 看護助手研修
看護チームにおける看護助手の役割を理解し、日常業務
について考える

年4回 132名

82 看護必要度研修、新卒者看護技術研修(皮膚排泄ケア）
看護必要度について理解する看護施術を安全・安楽に提
供できるために、必要な基本的態度、知識、技術を演習
で学ぶ

年1回 125名

83 再就職者、既卒就職者研修 本院の患者参加型看護・看護記録を理解する 年1回 25名

84 看護倫理研修     
チーム医療の中で患者の権利の擁護者として看護師の役
割を理解し、看護実践を行う能力を高める

年2回 40名

85 新卒者看護技術研修(心電図・酸素）
看護施術を安全・安楽に提供できるために、必要な基本
的態度、知識、技術を演習で学ぶ

年1回 101名

86 2年目看護師研修
看護実践者として、看護過程を展開する能力を高め、看
護実践を記録できる力を身につける

年2回 87名

87 看護研究Ⅰ 看護研究の基本を学ぶ 年1回 83名

88 新卒者看護技術研修（膀胱・輸血）
看護施術を安全・安楽に提供できるために、必要な基本
的態度、知識、技術を演習で学ぶ

年1回 114名

89 2年目看護師多重課題研修
患者の心身の状況と業務の関連をアセスメントし優先順
位を判断できる

年2回 83名

90 プリセプター研修 プリセプターシップの概念が理解できる 年2回 61名

91 3年目看護師研修
3年目の果たす役割を明確にし、看護に対する自己啓発
を促す

年2回 73名

92 看護とキャリア研修
チーム医療の中で、看護職としてのキャリアを活かした
看護実践ができる

年1回 28名

93 新卒者合同研修2、1年目フィジカルアセスメント研修
組織の一員として職種間連携の必要性を理解し、医療職
者として責任ある行動について学ぶ専門職業人として、
根拠に基づいた予測性のある観察ができる

年1回 117名

94 新卒者看護技術研修（心肺・理学）
看護施術を安全・安楽に提供できるために、必要な基本
的態度、知識、技術を演習で学ぶ

年1回 114名

95 新卒者看護技術研修（栄養・ドレーン）
看護施術を安全・安楽に提供できるために、必要な基本
的態度、知識、技術を演習で学ぶ

年1回 112名

96 家族看護研修 家族看護を学ぶことで、看護実践能力を高める 年2回 38名

97 1年目研修
看護専門職者として、自覚と責任ある行動がとれるため
の自己の課題が見いだせる

年2回 89名

98 看護記録研修
部署において「患者参加型看護」を推進するための役割
が担える

年1回 35名

99 看護必要度研修(指導者）
患者の重症度、看護必要度について適切な評価がおこな
え、部署で指導できる

年1回 50名

100 1年目看護師多重課題研修 多重課題に対して優先順位を判断し、行動できる 年3回 89名



101 静脈注射エキスパートﾅｰｽ研修
静脈注射エキスパートナースとして、実践能力を高め役
割を発揮できる

年1回 35名

102 2年目看護師研修（継続）
看護実践者として、看護過程を展開する能力を高め、看
護実践を記録できる力をつける

年1回 83名

103 3年目看護師研修（継続）
3年目の果たす役割を明確にし、看護に対する自己啓発
できる

年2回 68名

104 新卒者合同研修3 安全な医療の提供のために、臨床の倫理について考える 年1回 118名

105 静脈注射ｴｷｽﾊﾟｰﾄ認定研修
安全に静脈注射の実践ができるよう知識・技術を獲得
し、スタッフに指導ができる

年3回 37名

106 看護研究Ⅱ（継続） 看護研究のプロセスを学び、研究計画書が立案できる 年1回 7名

107 静脈注射ｴｷｽﾊﾟｰﾄ更新試験 注射スキルの技術アップを図る 年1回 71名

108 職場復帰直前研修
育児休業者が最近の医療・看護の動向を理解し、実践を
学ぶことで円滑に職場復帰ができるように支援する

年3回 延べ30名

109 がん化学療法看護 がん化学療法看護を学ぶ 年3回 135名

110 感染管理 スタンダードプリコーション 年3回 86名

111 皮膚・排泄ケア ＤＥＳＩＧＮ－Ｒの使い方　基礎編等を学ぶ 年2回 22名

112 がん看護 がん患者・家族の理解と看護/コミュニケ―ション 年2回 56名

113 緩和ケア 緩和ケア（症状アセスメン） 年2回 51名

114 救急看護 1次救命処置　2次救命処置　災害時の対応 年4回 157名

115 小児救急看護 小児の1次救命技術 年3回 50名

116 新生児集中ケア 患者の理解を深める 年2回 71名

117 手術看護 がん放射線看護を学ぶ 年2回 45名

118 糖尿病看護 インスリン治療と血糖パターンマネジメント 年2回 44名

119 慢性疾患看護 慢性疾患看護 年2回 32名

120 HIV/AIDS看護 HIVの基礎知識 年1回 5名

121 多職種合同　Team STEPPS研修
プロフェショナル集団の一員として職種間連携の必要性
を理解し部署のリーダーとしてチーム医療を推進する能
力を育成するため

年1回 99名

122 神経炎・原田病について 眼科に関する専門知識の向上 年1回 約20名

123 眼球摘出について 眼科に関する専門知識の向上 年1回 約20名

124 糖尿病性網膜症について 眼科に関する専門知識の向上 年1回 約20名

125 インプラント手術のセミナー 眼科に関する専門知識の向上 年1回 約20名

126  研修医 医療安全研修　「インシデント事例に学ぶ」
研修医に対してｲﾝｼﾃﾞﾝﾄを振り返り、医療安全に関する
理解を深める

年2回 延べ30名

127 特定共同指導シミュレーション 特定共同指導に向けた研修会 年2回 約200名

128 全国共通がん医科歯科連携講習会 周術期口腔管理の知識の習得 年4回 延べ160名

129 助産師・看護師研修「胎児心拍数モニタリングCTGの判読」
CTGの典型的なパターンなどガイドラインに沿って講義
を受け、判断力の向上・実践にいかす

年1回 10名

130 助産師・看護師研修「双胎妊娠の管理」
双胎妊娠の基礎知識、合併症などについて学び日ごろの
ケアにいかせる

年1回 10名

131 助産師・看護師研修「産科救急時の対応（レベルAシミュレーション訓練）」
レベルAのシミュレーション訓練を通し、産科救急時の
対応力が身に付き、また他科との連携の強化を図る

年2回 30名

132 助産師・看護師研修「産後の過多出血（PPH）と産科危機的出血の対応」
産後の出血にどのように対応すべきかALSOで提供される
手技をベースにシミュレーション訓練を行い学習

年1回 10名

133 助産師・看護師研修「出生前診断と遺伝カウンセリング」
出生前診断、遺伝カウンセリングの基礎知識と特殊性、
産科スタッフに求められることなどを学ぶ

年1回 10名



134 WIND第６回新生児蘇生法「専門」コース講習会
新任及び異動者対象に講習を多ない部署の全員が資格を
持つ

年1回 20人

135 北海道大学病院周産母子センター第11回新生児蘇生法「一次」コース講習会
新任及び異動者対象に講習を多ない部署の全員が資格を
持つ

年1回 8人

136 新生児の全身管理とフィジカルアセスメント＆ケア
新生児のフィジカルアセスメントの基礎知識について学
び日ごろのケアにいかす

年1回 20人

137 放射線障害防止のための教育訓練(臨時) 放射線同位元素等の安全な取り扱い・防護の実際を学ぶ 年2回 約300名

138 歯科衛生士研修会 重度歯周病について理解を深める
平成28年10月31

日
13名

139 看護師心電図勉強会（８－２） 看護師の心電図モニターの理解のため 年5回 延べ50名

140 臨床試験「JANP study」 概要説明会（8-2） 臨床試験の概要、手順などの共有 年1回 延べ30名

141
縫合結紮を動物の組織を用いておこなうまた、ドライボックスを用いて内視鏡下に縫合結紮
のトレーニングをおこなう内視鏡外科のシュミレーターを用いて手術手技の理解する

縫合手技のレベルアップ、内視鏡外科手技の向上 年2回 延べ45名

142
大動物を用いた内視鏡外科手術のトレーニングをおこなう豚に麻酔をかけ人間と同じ腹腔鏡
機器を用いて実際の手術に見立てて手技の確立を目標とする

縫合手技のレベルアップ、内視鏡外科手技の向上 年3回 延べ30名

143 インスリン安全管理講習会「平成28年度のインシデントを振り返って」 インスリン治療の安全性とインシデントの理解を深める 年1回 約100名

144 平成28年度静脈注射エキスパートナース認定研修 静脈注射に対する理解を含める 年1回 37名

145 糖尿病治療薬安全管理講習会 糖尿病治療薬に関する理解を深める 年1回 約100人

146 病棟ガイダンス チーム医療の重要性,病棟業務のガイダンス 年1回 約40名

147 平成28年度　病理診断科/病理部オリエンテーション
病理診断における感染症対策、医療安全管理に関する研
修

年1回 26名

148 平成28年度　北海道大学病院　病理部/病理診断科主催　病理細胞診講演会
新WHO分類における肺癌細胞診のアルゴリズムについて
学ぶ

年1回 30名

149 平成28年度 第1回北海道大学病院新規採用者多職種合同研修 -コミュニケーション研修-
職種間連携の必要を理解し、組織の一員である威力職者
として責任ある行動がとれる

年1回 219名

150 平成28年度 第2回北海道大学病院新規採用者多職種合同研修 -リスクマネジメント研修Ⅰ-
1. 医療プロフェッショナリズムにおけるコミュニケーションの重要性を理解する。
2. インフォームドコンセントについて職種間の相互理解を深める
3. 円滑なコミュニケーションによる患者安全推進の必要性を理解する

年1回 209名

152 平成28年度 北海道大学病院新規採用者多職種合同研修 -臨床倫理-
1. 臨床において遭遇する倫理的問題に気づく
2. 臨床倫理の専門家の講義を聴き、対象者の意思決定
支援を行う重要性を理解する

年1回 190名

154 北大病院PET薬製造施設　教育プログラム 北大病院PET薬製造施設　職員に対する定期教育 年2回 延べ50名

155 心臓リハビリテーション急変時シミュレーション 患者急変時の対応訓練のため 年1回 延べ約30名

156 循環器内科病棟急変シュミレーション 患者急変時の対応訓練のため 年4回 延べ約20名

2　業務の管理に関する研修の実施状況

研　修　名 目　的　等

1 看護師長研修
看護管理者として人材育成のための管理能力の向上を図
る

年3回 39名

2 看護師長オリエンテーション 看護師長の役割が理解できる 年1回 3名

3 新副看護師長ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 副看護師長の役割が理解できる 年1回 4名

4 副看護師長研修 副看護師長の役割を理解し、看護管理者能力を高める 年3回 79名

5 新任看護師長研修 看護師長の役割が理解できる 年2回 4名

6 ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ , 院内ﾈｯﾄﾜｰｸ , 患者接遇 , 医療安全･感染制御 の概要説明 新任職員に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 約50名

7 がん治療の周術期管理
がん治療化学療法前の口腔管理を目的とした治療及び治
療計画の作成(ﾁｰﾑ医療含む)等理解を深める

年1回 約20名

NO
主　な　内　容

日　程 参加人数



 
 

 (様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ○2 ．現状  
管理責任者氏名 病院長 寳金 清博 

  管理担当者氏名 総務課長 医事課長 医療支援課長 薬剤部長 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 ・病院日誌は総務課にて保管管理。 
・診療録を病院外に持ち出す際の取
扱いについては，「北海道大学病院
における個人情報管理に関するガ
イドライン」を定め，個人が特定で
きる情報については，個人情報保護
管理区域外への一切の持出しを禁
止し，相当程度に個人の特定が困難
な情報については，保護管理者への
届出を行った上でパスワードロッ
クを用いた媒体でのみ持ち出しを
許可している。 
・カルテは電子カルテと紙カルテの
２種類を管理及び保管している。 
・平成22年に電子カルテを導入し，
それ以前の紙カルテについては，10
年間の保存期間を設けて診療録管
理室にて保管している。また，紙媒
体で生成される説明承諾書等につ
いては，スキャニングして電子カル
テに取込み，かつ，原本も保管して
いる。 

各科診療日誌 各診療科 
処方せん 薬剤部 
手術記録 診療録管理室 
看護記録 診療録管理室 
検査所見記録 診療録管理室 
エックス線写真 診療録管理室 
紹介状 診療録管理室 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

診療録管理室 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課  
高度の医療の提供の実績 
 

医事課 

高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

医事課 

高度の医療の研修の実績 総務課 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課及び薬
剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項

に
掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療支援課  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療支援課 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療支援課 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療支援課 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

医療支援課 
 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医療支援課 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医療支援課 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

医療支援課 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

医療支援課 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

医療支援課 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

医療支援課 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

医療支援課 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

医療支援課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

医療支援課 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

医療支援課 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

医療支援課 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療支援課  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

医療支援課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

医療支援課 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医療支援課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医療支援課 

医療安全管理部門の設置状況 医療支援課 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医療支援課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医療支援課 

監査委員会の設置状況 医療支援課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療支援課 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療支援課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療支援課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

医療支援課 

職員研修の実施状況 医療支援課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医療支援課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  ○1 ．計画      ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              総務課長 阿部 康成、経営企画課長 西村 敏信 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              総務係長 伊東 武志、分析企画係長 石川 裕司 

 閲覧の求めに応じる場所              総務課事務室、経営企画課事務室 

 閲覧の手続の概要 

 

利用者は必要に応じ、文書により閲覧責任者に閲覧を申し出、閲覧担当者は閲覧に応じる。 

 

 

 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延       ０ 件 
  閲 覧 者 別   医        師    延       ０ 件 

  歯  科  医  師    延       ０ 件 
      国    延       ０ 件 
  地 方 公 共 団 体    延       ０ 件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



 
 
 

 
（様式第 6） 

 
規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     ○有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
１．本院の医療安全管理に関する基本的な考え方 
２．医療に係る安全管理のための委員会等に関する組織の基本的事項 
３．医療に係る安全管理のための職員研修に関する基本的事項 
４．医療機関における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善の

ための方策に関する基本方針 
５．医療事故等発生時の対応に関する基本方針 
６．医療従事者と患者間の情報の共有に関する基本方針 
７．患者等からの相談に関する基本方針 
 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ ○有・無 ） 
・ 開催状況：年１３回 
・ 活動の主な内容： 

１．医療事故等防止対策の検討及び推進に関すること 
２．医療事故等の対応及び原因究明に関すること 
３．医事紛争の対応等に関すること 
４．医療事故等の情報収集及び分析に関すること 
５．医療事故等防止に関する職員の教育・研修に関すること 
６．その他医療事故等に関すること 
 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年１３回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
１．医療安全に関する講演会「２０１５年度のインシデントを振り返って」 

×３回 
２．医療安全に関する講演会「採血・穿刺時の神経損傷予防」 
３．医療安全に関する講演会「悪い知らせの伝え方～医療現場におけるコミュ

ニケーションスキルについて～」 
４．医療安全に関する講演会「子ども虐待への医療の対応－その予防から自立

支援まで～改正児童福祉法の理念を踏まえて～」 
５．医療安全に関する講演会「現場の保全・事実経過の記録」 
６．医療安全に関する講演会「医療事故調査制度～施行後１年を経過して～」

×２回 
７．医療安全の日講演会「安全対策の落とし穴～思い込みに潜む罠～」 
８．医療安全に関する講演会「医療安全推進－医薬品の安全対策業務－」 
９．医療安全に関する講演会「平成２８年度 歯科インシデントより」 
１０．医療安全に関する講演会「チームワークが医療を救う！－医療現場・家
庭両立の視点から－」 
 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 



 
 
 

 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ ○有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
１．報告書に伴う問題点の把握方法（各部署、安全管理部門の問題点の認識） 

インシデント報告に関する分析からフィードバックまでの対応（職員への
周知と再発防止） 
１）専任リスクマネジャー（ＧＲＭ）が当該リスクマネジャー（ＲＭ）へ

事実確認を行い、報告内容の監査・分析を行い、問題事例や有害事象
の場合は、当該ＲＭとの検討、患者の影響度、患者への対応状況など
を協議し対応している。 

２）レベル３ｂの有害事象の場合は、当該部署のＲＭに当該部署として検
討を行った結果と再発防止策について、事例報告書として詳細報告を
要請し、事例報告書に基づき原因・起因を分析し、病院長に報告して
いる。 

３）レベル４、５の有害事象は、ＧＲＭが聞き取り・現場検証などの事実
調査を行い、当該ＲＭ・関係者との事象の検討、患者の影響度、患者
への対応などを協議している。ＧＲＭが作成した検証資料に基づき、
病院長・医療安全管理部長・当該部署の責任者とＲＭにより原因検討
を行い、重篤な事案の場合は医療事故対策特別部会で原因検討の上、
病院の見解を明確にしている。 

 
２．問題点の分析方法（各部署、安全管理部門の問題点の分析方法） 

１）必要な事例については、専門分野の医員を指名し、ＷＧ、院内医療事
故検討会を設置し、原因分析・再発防止策を作成する。 

２）医療事故等調査・分析専門委員会において、３ａ以上の報告について
は、月ごとにレベル・過誤の判定と合併症の妥当性の検討を行ってい
る。 

３）レベル３ｂ以上の報告は、毎週月曜日に報告内容を分析し、原因と患
者への影響度を検討し、医療事故報告制度への報告対象事例の判定を
行っている。 

 
３．改善策の検討方法 

１）報告の全体的分析は、毎月と年間において実施し、発生レベル・報告
状況・場面別に集計し、発生場面別や職種別の発生状況について定量
的分析を行い「医療安全に関する報告集計」を作成し、各委員会に周
知を図っている。また、病院運営会議においても報告し、周知を図っ
ている。 

２）各診療科・部署の安全管理を図るために、前年度の当該診療科・部署
での報告について年間集計し、当該診療科・部署での優先的課題を分
析し、年度前半で、診療科・部署ＲＭ等で対策を検討し、年度末に再
度、今年度の当該診療科・部署での報告について集計し、優先的課題
の評価を実施し、次年度に向けて継続事項を検討している。 

３）医薬品・医療機器に関する事象については、関係専門委員会で再発防 
止策を検討し、システム改善・教育体制などの企画を検討している。 

 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    ○有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

当院の北海道大学院内感染指針は以下の項目から成っている。 
１ 院内感染対策に関する基本的な考え方 
２ 院内感染対策に関する管理組織機構 
（１）院内感染対策委員会 
（２）院内感染対策特別部会 
（３）感染制御部 
（４）感染防止対策チーム 
（５）感染対策マネージャー連絡会議 
３ 職員研修に関する基本方針 
４ 感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
５ アウトブレイクあるいは異常発生時の対応に関する基本方針 
６ 患者等への情報提供と説明に関する基本方針 
７ その他院内感染対策の推進のために基本方針 

 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年１２回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

・院内感染防止対策の検討及び推進 
・院内感染防止の対応及び原因究明 
・院内感染等の情報収集及び分析 
・院内感染防止等に関する職員の教育・研修 

 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年３２回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

・医科研修医オリエンテーション「感染対策研修」×２回 
・歯科研修医オリエンテーション「院内感染予防対策(総論・各論)」 
・医事課クラーク事務補助研修「感染制御の基本と 北大病院の感染管理」 
・10月医事課所属事務補助員研修「院内感染対策」 
・新任事務職員研修「病院事務職員の 感染対策」 
・新規感染対策マネージャー講習会「感染対策マネージャーの役割」×２回 
・(通算67回)院内感染対策講演会(医療安全管理部と共催) ×３回 
  「2015年度のインシデントを振り返って」 
  「2015年度の感染症とその対策を振り返って」 
・専門領域別看護師研修会「標準予防策について」 
・    〃      「感染経路別予防策」×２回 
・    〃      「血管内留置カテーテル管理」「尿道留置カテーテル管理」 
・食中毒防止講習会(栄養管理部･外注職員)「食中毒予防講習」 
・異動後医師研修「北大病院の感染制御」×２回 
・(通算68回)医療安全管理部・感染制御部合同講演会 

「現場の保全・事実経過の記録」「Bacillus cereus菌血症とその対策」 
・(通算69回)感染対策講演会「感染性胃腸炎とインフルエンザについて」 
・職場復帰プログラム（看護師） 
  平成29年度復帰者復帰直前講習『感染対策の実際と最新情報』 
・院内学級感染対策講習会「院内感染予防」実習「手洗い」×３回 
・DVD研修 
・eラーニング 
  「ノロウイルス胃腸炎対策」 

「微生物培養検査の検体採取方法」 
  「インフルエンザ」 

    「標準予防策」 
・部署内研修 

 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 



 
 
 

 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ ○有・無 ） 
  ・「感染症のアウトブレイク発生に伴う保健所への報告基準」を制定し、保健所や大学内の

報告に係る基準及び方法等について整備済みである。（平成２３年６月１７日医政指発第１
号に基づき、平成２３年８月２５日病院執行会議において承認） 

  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
・感染防止対策チームを設置して、院内感染状況、抗菌薬の適正使用、職員の感染防止策等の実

施状況の把握と指導を行っている。 
・耐性菌サーベイランス等、感染症法に基づく院内感染症発生状況の迅速な把握と対応を行って

いる。 
・感染防止対策加算１を算定する医療機関として、同じく加算１を算定する医療機関との相互評

価及び加算２を算定する医療機関との合同カンファレンスの開催等により道内の医療機関と
の連携を図っている。 

・平成２４年４月から、感染制御部専任の医師（医員）１名を新たに配置した。 
・感染制御部専任の事務補佐員（非常勤職員）１名を継続して配置し、平成２４年７月から、事

務職員（常勤職員）１名を配置した。 
・平成２８年１１月から、感染制御部専従の看護師１名を新たに配属した。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 
規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    ○有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年１０回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 
１．研修医オリエンテーション「処方全般」 

                  開催回数：3回（2016年4月6日、7日、8日）、対象：医師
、歯科医師 

２．医薬品に関する講習会「インスリンに関する講習会」 
                   開催回数：1回（2016年7月8日）、対象：全職種 

３．医薬品に関する講習会「危険薬の取扱い」 
                  開催回数：2回（2016年8月24日、8月31日）、対象：看護
師 

４．異動後医師研修「危険性の高い薬剤の取り扱い」 
開催回数：2回（2016年6月15日、12月8日）、対象：医師 

５．医薬品に関する講習会「医療安全推進‐医薬品の安全対策業務‐」 
                  開催回数：1回（2017年2月23日）、対象：全職種 

６．糖尿病に関する講習会       開催回数：1回（2016年8月24日）、対象：全職種 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ ○有・無 ） 
 ・ 業務の主な内容： 

 
医薬品安全使用に関する手順書 
１）医療安全上、注意を要する薬剤リスト 
（１） 特に安全管理が必要なリスト 
（２） 配合注意・投与ルートで注意を要する注射薬 
（３） 誤認に注意薬剤 

２）指示・伝達ルール 
（１） 指示・伝達ルール 
（２） 口頭指示は原則禁止 

３）内服薬に関する管理基準 
（１） 内服薬管理基準 
（２） 薬剤管理指導業務手順書 
（３） 入院患者の持参薬確認業務手順書 
（４） 誤調剤に対する調剤室対応手順 

４）注射薬に関する管理基準 
（１） 注射業務管理基準 
（２） 注射薬混合調製（ミキシング）手順書 

５）危険性の高い薬剤に関する手順書 
（１） 危険性の高い薬剤の取扱い手順書 
（２） 注射用抗生物質製剤等によるショック等に対する安全対策 
（３） 抗凝固・抗血小板療法施行時における出血性合併症および処置・手術時の対応 
（４） ビグアナイド系糖尿病薬服薬中のヨード造影剤使用の検査について 

６）抗がん薬に関する手順書 
（１） 院内がん化学療法要項 
（２） がん化学療法実施運用手順書 
（３） 抗がん薬の投与に関する手順書 
（４） 抗がん薬被爆防止に関するマニュアル 
（５） 院内におけるがん化学療法の安全性に関する取り決め 
（６） 血管外漏出およびアレルギー反応発生時の対応について 

７）医療安全情報管理 
（１） 医療安全性情報管理体制 



 
 
 

 
（２） 薬剤部における医薬品情報管理マニュアル 

８）医薬品管理 
（１） 病棟における注射剤管理業務手順書 
（２） 病棟における薬剤師業務基準 
（３） 麻薬管理取扱い手順 

９）インスリン療法マニュアル 
（１） インスリン療法マニュアル 
（２） インスリンラインナップ 
（３） 各製剤の使い方 
（４） 参考資料 

 １０）医薬品の採用に関する手順書 
 １１）他施設との連携に関する手順書 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ ○有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
・医薬品の情報管理体制として、薬剤部における医薬品情報管理手順を作成し、それに基づき、日

本医療機能評価機構からの医療安全情報は「医療安全情報」として、医薬品医療機器総合機構（
PMDA）からの医療安全情報は「PMDA医療安全情報」「緊急安全性情報」「安全性速報」「PMDAか
ら医薬品適正使用のお願い」としてメールにより診療科・部門に提供している。また、関係機関
からの医薬品に関する情報、新聞報道からの事故情報などは「緊急情報提供と点検のお願い」に
て情報提供とともに現場での業務点検を依頼している。 

・医薬品に関するインシデント集計・分析結果により、専門委員会やワーキング等で医薬品に関す
るインシデント防止対策や講習会内容の検討を行っている。 

 ・未承認薬に関して、未承認新規医薬品等管理部」を設け、当院で使用したことのない医薬品また
は高度管理医療機器であって「医薬品医療機器法」による承認または認証を受けていないものの
提供に関する申請の受理および提供の可否について審査する体制としている。 

 ・適応外使用に関しては、従来より薬剤部においては調剤時に確認・記録を実施しているまた、医
薬品適応外使用（禁忌含む）の把握と申請の徹底を図るため、ならびに医薬品適正使用に関する
ワーキンググループが適応外使用等の申請窓口となり、その申請状況を医薬品安全管理体制専門
委員会に諮ることとなっている。また、薬剤部においては適応外ならびに禁忌薬使用状況を疑義
照会履歴等で定期的に同委員会に報告し、問題がある場合は適宜、委員会から指導を行う体制と
している。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 
規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   ○有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年７４回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
１．人工心肺装置・大動脈内バルーンポンプ装置・経皮的心肺補助装置 

    計 9回実施（2016/5/9、6/27、 9/16、10/13、10/31、11/18、2017/1/30 x 2 回、2/6） 

２．人工呼吸装置 

     計 22 回実施（2016/5/2、6/10、6/13、6/24、7/25、8/15、8/18、8/26、8/27、8/28、9/5、9/12、

9/26、10/17、12/2、12/10、12/11、12/26、1/17、1/18、1/25、3/13） 

３．人工呼吸器安全管理講習会 
   院内ワーキング認定試験の講習として基礎課程3回を2クール計6回 
４．血液浄化装置 

   計 4回実施（2016/6/6、6/21、8/29、10/6） 

５．除細動器・自動体外式除細動器(AED) 
   計3回実施（2016/4/12、7/19、2017/1/6） 
６．閉鎖式保育器 
   計2回実施（2016/4/12、10/13） 
７．輸液ポンプ・シリンジポンプ 
   計2回実施（2016/6/2、6/9） 
８．その他の医療機器 
   計13回実施（2016/6/6、8/22 x 2回、11/14、2017/1/16、1/23、2/10 x 2回、2/23、2/27、 

3/2、3/6、3/30） 
（1-8の研修で計61回延べ人数720人の参加） 

 
９．  診療用高エネルギー放射線発生装置 計11回実施（2016/4/25、6/6、7/4、8/8、9/12、10/17、
11/21、 
      12/19、2017/1/30、2/20、3/13) 
１０．診療用放射線照射装置（2016/11/10） 
１１. 陽子線治療装置（2016/11/2） 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ ○有・無 ） 
 ・ 保守点検の主な内容： 
 

電子カルテ内の「医療機器管理」システムを活用し、医療機器の種類と機種ごとに保守点検計画
の策定、実施、及び、実施の確認をしている。 

 
【中央管理機器】 

   ＭＥ機器管理センターでのＭＥ機器使用後の終業点検、機器の特性に応じた計画的1〜１２ヶ
月点検、定期点検の実施。不具合発生時の現場調査と故障点検の実施。故障時のメンテナンス
とメーカーとの調整。 

 
 
【放射線部管理機器】 

放射線治療機器における、①始業点検、②２回/月以上の出力線量測定、③３ヶ月及び６ヶ月
毎に放射線特性及び幾何学的点検、④漏洩線量等の放射線管理に関する測定を実施している。 

   他に製造メーカーと保守契約を結び年間4回の定期メンテナンスを実施している。 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集



 
 
 

 
その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 

 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ ○有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

医療機器の情報管理体制として、医療安全性情報管理体制を整備。 
それに基づき、日本医療機能評価機構からの医療安全情報は「医療安全情報」として電子メール
で診療科・中央診療部門に提供。 
関係機関やメーカーからの医療機器に関する情報、新聞報道からの事故情報などは「緊急情報提
供と点検のお願い」にて情報提供とともに現場での業務点検を依頼。 
ＭＥ機器管理センターからＭＥセンターニュースとして医療機器の特性や情報を全診療科、 
全病棟、外来、中央管理部門へ提供。 
汎用性のある医療機器のマニュアルを電子カルテに表示。 
医療機器を管理するための北海道大学病院の医療機器管理体制を明文化。 
使用頻度の高い医療機器についてeラーニングシステムを構築。 
医療機器の添付文書、取扱説明書などの容易なアクセスが実施できるよう電子カルテ上でのデー
タベース構築を推進。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 



 
 
 

 
（様式第 6） 

 
規則第９条の 23 第１項第１号から第 15 号に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     ○有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
 

平成２８年１０月１日付けで、病院長補佐（医療安全担当）を増設し、医療安全管理責任者とし
て配置し、医療安全管理部、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責
任者を統括している。 
 

 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 ○有（３名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

薬剤部において、医薬品情報の整理、周知及び周知状況の確認の徹底並びに適応外、禁忌等の処方

に係る確認等については、薬剤師を指名して同様の業務を実施している。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

未承認薬に関して、医薬品完全管理体制専門委員会の適正使用ワーキングにおいて確認し、適応外

使用に関しては、医療機器安全管理体制専門委員会において確認している。 

・担当者の指名の有無（○有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部、職種 副薬剤部長（薬剤師））  （所属：薬剤部、職種 室長（薬剤師）） 

（所属：薬剤部、職種 薬剤師）   

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 ○有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ ○有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

：インフォームド・コンセントについては、院内マニュアルに沿って実施し、診療録管理室が現状の

モニタリングを行い、指導等を行っている。 

 また、説明する機会も増えていることから、関連部門（各診療科・看護部）・医療安全管理部と協

議してマニュアルの改正等（要項を含む）があれば、職員に周知する。 

 



 
 
 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 ○有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

インフォームド・コンセントは、説明内容を診療録に記載する等、診療録と密接な関係にあるため

診療録管理室長を責任者として配置した。 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 ○有・無 

・所属職員：専従（６）名、専任（１）名、兼任（２）名 

 うち医師：専従（１）名、専任（１）名、兼任（ ）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（１）名 

 うち看護師：専従（２）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

１．医療事故及びインシデント報告の受理及び分析に関すること。 

２．医療安全管理委員会の運営並びにその記録等の作成及び保存、その他医療安全管理委員会の庶務

に関すること。 

３．リスクマネジャー連絡会議の運営並びにその記録等の作成及び保存、その他リスクマネジャー連

絡会議の庶務に関すること。 

４．医療安全に関する教育及び研修に関すること。 

５．医療現場からの医療事故等の相談に関すること。 

６．医療事故等に関する診療録や看護記録等への記載内容の確認及び必要な指導に関すること。 

７．医療事故等の発生時における患者又はその家族への対応状況の確認及び必要な指導に関するこ

と。 

８．医療事故等に対する原因究明の実施状況確認及び必要な指導に関すること。 

９．医療安全に係る連絡調整に関すること。 

１０．その他医療安全対策の推進に関すること。 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に

係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 

※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に

ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 



 
 
 

 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ ○有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ ○有・無 ） 

・活動の主な内容： 

１．高難度新規医療技術の提供に関する実施申請の受理及び提供の可否について審査すること。 

２．高難度新規医療技術の実施における手順等の遵守状況の確認に関すること。 

３．その他高難度新規医療技術に関すること。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ ○有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ ○有・無 ） 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ ○有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ ○有・無 ） 

・活動の主な内容： 

１．未承認新規医薬品等の提供に関する申請の受理及び提供の可否について審査すること。 

２．未承認新規医薬品等の提供に関する実施状況の確認に関すること。 

３．その他未承認新規医薬品等に関すること。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ ○有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ ○有・無 ） 

⑨ 監査委員会の設置状況 ○有・無 

・監査委員会の開催状況：年０回（平成 29年度から開催予定） 

・活動の主な内容： 

１．北海道大学病院の医療に係る安全管理の業務執行の状況について、北海道大学病院長等から報告

を求め、又は必要に応じて確認を実施すること。 

２．病院の医療に係る安全管理について、北海道大学総長及び病院長に報告し、必要に応じて是正措

置を講じるよう意見を述べること。 

３．前２号に掲げる業務について、その結果を公表すること。 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・○無  ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・○無  ）（平成 29年度公表予定） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・○無  ） 



 
 
 

 

・公表の方法：本学ホームページ（平成 29年度公表予定） 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

大島 寿美子 北星学園大学  医師・患者関係に

精通 

有・○無  2 

加藤 紘之 斗南病院  医療安全に精通 有・○無  1 

土橋 和文 札幌医科大学  医療安全に精通 有・○無  1 

中村 隆 札幌総合法律

事務所 
○ 

法律に精通 有・○無  1 

生駒 一憲 北海道大学病

院 

 医療を提供する

者 

○有・無 3 

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 
  



 
 
 

 

⑩ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年１２０件（10月～３月） 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年６５件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

１．医療事故等防止対策の検討及び推進に関すること。 

２．医療事故等の対応及び原因究明に関すること。 

３．医事紛争の対応に関すること。 

４．医療事故等の情報収集及び分析に関すること。 

５．医療事故等防止に関する職員の教育・研修に関すること。 

６．その他医療事故等に関すること。 

 

⑪ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ ○有（病院名：鹿児島大学病院）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ ○有（病院名：信州大学医学部附属病院）・無） 

・技術的助言の実施状況 

 

 

 

⑫ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

患者相談室を設置し、医療支援課が対応している。医療支援課長が室長となり、業務を総括してい

る。窓口の周知方法は、外来ホールにポスターを掲示し周知している。なお、医療安全に係る情報は、

ＧＲＭに連絡し、調査を行う。また、医療支援課と患者相談窓口・医療安全管理部合同会議を月１回

開催し、情報を共有している。 

 

⑬ 医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ ○有・無 ） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関しする必要な定めの有無（ ○有・無 ） 



 
 
 

 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ ○有・無 ） 

⑭ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

１．医療安全に関する講演会「２０１５年度のインシデントを振り返って」 

×３回 

２．医療安全に関する講演会「採血・穿刺時の神経損傷予防」 

３．医療安全に関する講演会「悪い知らせの伝え方～医療現場におけるコミュニケーションスキルに

ついて～」 

４．医療安全に関する講演会「子ども虐待への医療の対応－その予防から自立支援まで～改正児童福

祉法の理念を踏まえて～」 

５．医療安全に関する講演会「現場の保全・事実経過の記録」 

６．医療安全に関する講演会「医療事故調査制度～施行後１年を経過して～」×２回 

７．医療安全の日講演会「安全対策の落とし穴～思い込みに潜む罠～」 

８．医療安全に関する講演会「医療安全推進－医薬品の安全対策業務－」 

９．医療安全に関する講演会「平成２８年度 歯科インシデントより」 

１０．医療安全に関する講演会「チームワークが医療を救う！－医療現場・家庭両立の視点から－」 

 

⑮ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

厚生労働省でも企画を予定している研修及び国立大学附属病院長会議で予定している研修等を受

講予定である。 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 ○有 ・無 

 ・評価を行った機関名、評価を受けた時期 

  日本医療機能評価機構、平成26年１月 

 

 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があるこ

と。 

 

 

2  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 ○有 ・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

  広報誌及びウェブサイトにて、本院の理念と目標、地域の中核としての役割、先進的な医療 

に関する情報提供などを行っている。 

  また、市民公開講座を主催し、地域社会へ医療に関する最新情報の提供を行っている。 

 

 

3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 ○有 ・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

診療科間の連携についてのルールが整備されており、他診療科への受診依頼、依頼先におい

ての検査結果等の患者情報が電子カルテを通して共有されている。患者の情報が不足している

場合は、補足説明を電話で直接行う等により緊密かつ緊急に連携できる体制を整えている。 

 

 

 



 

(様式第 8) 

                                                                  海 大 第 ９ ８ ７ 号  

平成２９年１０月１７日  

 

  厚生労働大臣        殿 

 

北海道大学総長 名 和 豊 春   (印)    

 

北海道大学病院の論文発表等の向上に関する計画について 

 

 標記について、次のとおり提出します。 

 

記 

1 論文発表等の実績 

英語による発表論文数 355件  
(注) 1 当該特定機能病院に所属する医師等が申請の前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療

技術の開発および評価に資すると判断されるものの数を記入すること。 

(注) 2 対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学

術雑誌に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属

している大学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場

合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含

めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所属している場合に限る）。 

 

2 論文発表等を向上するための具体的な予定措置 

 院内各部門に臨床研究マネージャーを配置し，臨床研究の推進と，研究成果の発表の促進につ

いて，臨床研究マネージャー連絡会議にて周知している。 

            
 

 

 



 

(様式第 8) 

                                                                  海 大 第 ９ ８ ８ 号 

平成２９年１０月１７日  

 

  厚生労働大臣        殿 

 

北海道大学総長 名 和 豊 春   (印)    

 

北海道大学病院の昨年度の業務報告において提出した年次計画の経過について 

 

 標記について、医療法施行規則（昭和 23 年厚生省令第 50 号）第 9 条の 20 第 6 号ロ及び第 7 号ロの

規定に基づき、次のとおり提出します。 

 

記 

1 提出した年次計画の項目 

1 紹介率・逆紹介率 ２標榜する診療科 3 専門の医師の配置 ○4 論文発表 

（注）上記のいずれかを選択し、番号に○を付けること。 

 

2 昨年度および今年度の実績 

昨年度提出した年次計画書での報告事項 

（実績及び予定措置） 

今年度の実績及び承認要件を満たしていない場

合の理由 

  

（注）1 左欄には、昨年度の業務報告において様式第８として報告した事項を記載すること。 

2 右欄には、今年度の実績及び、承認要件を満たしていない場合はその理由を記載すること。 

 

3 今後の具体的措置 

 

（注）本年度も承認要件を満たしていない場合、2で記載した事項以外の更なる措置を記載すること。 



(様式第 9) 

                                  海 大 第 ９ ８ ９ 号  

平成２９年１０月１７日  

 

  厚生労働大臣         殿 

 

北海道大学総長 名 和 豊 春   (印)    

 

北海道大学病院に関する変更について 

 

 標記について、医療法施行令（昭和 23 年政令第 326 号）第 4 条の 3 の規定に基づき、以下のとおり

変更があったので届け出ます。 

 

名  称 
変更があった事項及びその内容 
 開設者 
  変更前：山口佳三 

 

 

(注) 1 必要がある場合は続紙に記載して添付すること。 

  2 開設者名の記入箇所及び「名称」欄には、変更があった場合は、変更後のものを記入する    

こと。 

  3 「変更があった事項及びその内容」欄には、変更があった事項を明らかにした上で、その事       

項についての変更のみを、変更前と変更後の内容を区別して下記により記入すること。 

         ① 開設者の氏名及び名称の変更については、変更前のもののみを記載することとしても            

差支えない。 

    ② 診療科名の変更の場合は、医療法施行規則第 6 条の 4 に掲げる診療科名をそれ以外の

診療科名よりも先に記入し、削除又は追加された診療科名に下線を付すこと。 

    ③ 集中治療室、無菌病室等又は医薬品情報管理室の構造設備の変更については、承認申            

請書に記載することとされている事項に係る変更のみを変更前と変更後のそれぞれを区            

別して記入すること。なお、集中治療室、無菌病室等又は医薬品情報管理室を有しなくな

った場合にはその旨を記載し、固定式の無菌病室や専用の医薬品情報管理室を新たに設け

たなどの場合には承認申請書に記載することとされているものと同じ事項について記入

すること。 

     (記載例：50 床増床し、集中治療室にペースメーカーを導入した場合) 

       病床数 

        変更前：550 床 

        変更後：600 床 

       集中治療室に備える機器 

        変更前：人工呼吸装置、心電計、心細動除去装置 

        変更後：人工呼吸装置、心電計、心細動除去装置、ペースメーカー 


